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Ⅰ 高齢者等の現状と見込みについて 
 

ここでは、「東大和市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画」第４章「東大和市の

将来フレーム」に掲載している主な資料について、令和４年度の実績値と計画策定時の

推計値との比較などについて記載します。 

 

 

（１）人口 

 市の人口は、令和２年度及び令和３年度はそれぞれ前年度と比較して微増していまし

たが、令和４年度は減少に転じました。なお、令和４年度の人口は、推計値を上回る結

果となりました。 

 年齢別に見ると、７５歳以上、６５～７４歳以上の老年人口及び０歳～１４歳の年少

人口は推計値を下回っています。 

 

＜人口の推移・見込み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：（実 績）住民基本台帳 各年 10 月 1日現在 

   （見込み）住民基本台帳（平成 2８年～令和２年）から推計 

 

  

85,534 人 85,277 人 85,305 人 85,335 人 84,955 人 83,604 人 

総人口 

84,841 人 
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（２）高齢化率・後期高齢化率 

令和４年１０月１日現在の高齢化率は 27.６％、後期高齢化率は 15.4%と、いずれ

も上昇傾向にありますが、推計値よりも 0.1 ポイント低い数値となっています。 

団塊の世代が７５歳以上となる令和７年度には、高齢化率は 28.3％、後期高齢化率

は 17.3%に上昇していく見込みです。 

 

＜高齢化率・後期高齢化率の推移・見込み＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：（実 績）住民基本台帳 各年 10 月 1日現在 

   （見込み）住民基本台帳（平成 2８年～令和２年）から推計 

  

26.7% 27.0% 27.2% 27.4% 27.6% 27.7% 28.3%
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15.4% 15.5%

17.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

平成30年度

（実績）

平成31年度

（実績）

令和２年度

（実績）

令和３年度

（実績）

令和４年度

（実績）

令和４年度

（推計）

令和７年度

（推計）

高齢化率

後期高齢化率
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（３）認定者数・認定率 

認定者数の総数及び認定率はともに増加傾向にありますが、認定者数については

132 人、認定率については 0.6 ポイント推計値を下回っております。 

認定者数の内訳では、要介護の認定者数は推計値を下回っていますが、要支援の認

定者数は推計値を上回っています。 

 

＜第 1 号被保険者の認定者数・認定率の推移・見込み＞ 

 
 

資料：（実 績）介護事業報告月報 各年 9 月末現在 
（見込み）厚生労働省「地域包括ケア「見える化」システム」による推計 

 

 

  

2,673 2,785 2,862 2,999 3,031 3,221 3,440 

1,456 1,509 1,544 
1,638 1,744 1,686 

1,783 

18.3% 18.8% 19.1%
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（４）介護度別の認定者割合 

要支援１、要支援２及び要介護１の軽度の認定者割合は増加傾向にあり、その合計

割合は 57.7%と全体の半数を超え、また、推計値を上回っています。一方で、要介護

５の認定者割合は、平成３１年以降減少が続いており、推計値を下回っています。な

お、全国的にみても、新型コロナウイルス感染症等の影響から、軽度の認定者割合は増

加傾向にあります。 

引き続き、健康づくり・介護予防に関する事業を実施し、介護度の重度化防止など

に努めていく必要があると考えられます。 

 

 
 

資料：（実 績）介護事業報告月報 各年 9 月末現在 

（見込み）厚生労働省「地域包括ケア「見える化」システム」による推計 

  

19.5% 19.5% 18.9% 19.3% 20.3% 18.2% 17.9%

15.3% 15.2% 15.7% 16.0% 16.3%
16.2% 16.2%

20.9% 21.3% 20.5% 20.9% 21.1%
20.8% 20.7%

14.6% 14.4% 14.4% 14.0% 13.2% 14.2% 14.3%

11.5% 11.5% 12.2% 11.9% 11.5% 12.2% 12.4%

10.3% 10.1% 10.6% 11.1% 11.0% 10.7% 10.8%

7.9% 8.0% 7.7% 6.8% 6.6% 7.7% 7.7%
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＜介護度別の認定者割合の推移・見込み＞ 
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Ⅱ 第８期計画の基本理念と目標について 
 

 ここでは、第４章「第８期計画の基本理念と基本目標」に記載している基本理念等を

抜粋し記載します。 

 

 

＜基本理念＞ 

高齢者が、住み慣れた地域での支え合いのもとで、尊厳を保ち、健康でいきいきと安

心して、自分らしく生活できる東大和市を目指し以下の基本理念を定めています。 

 

 
 

 

＜基本目標＞ 

基本理念を実現するため、地域共生社会の実現に向けて、「医療」、「予防」、「生活支

援」、「住まい」が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を推進するため、以下

の基本目標を定めています。 

 

 

 

＜重点プラン＞ 

計画の基本目標を実現するため、以下の重点プランを定めています。 

 

  

支え合う地域の中で 高齢者の意思が尊重され 

  健康で生きがいを持って 暮らせるまち 東大和 

地域共生社会の実現に向けた 

地域包括ケアシステムの推進 

（１） 地域包括ケアシステムの推進・深化 

（２） 包括的な相談・支援体制の充実 

（３） 健康づくり・介護予防の推進 

（４） 介護保険サービスの充実・強化 

（５） 住まい・日常生活支援の充実 
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＜施策の体系＞ 

基本目標を具体化し、基本理念を実現するため、地域包括ケアシステムを構築する 5 つ

の要素（医療・介護・予防・住まい・生活支援）を基本として、サービスの質の確保に関す

る施策を位置づけ、５つの施策で体系化しました。 

 

 《施策の方向》 

１．地域包括ケア

システムの推進・

深化 

（１）推進体制の強化 

（２）在宅医療と介護の連携の推進 

（４）地域ケア会議の推進 

（５）生活支援体制整備の推進 

（３）認知症施策の推進 

２．包括的な相談・

支援体制の充実 

（１）高齢者ほっと支援センターの機能強化 

（２）支え合う仕組みづくりの推進 

（３）介護者への支援 

３．健康づくり・

介護予防の推進 

（１）健康づくりの推進 

（２）社会参加・生きがいづくりの推進 

（３）介護予防・重度化防止の推進 

４．介護保険サー

ビスの充実・強化 

（１）介護予防・日常生活支援総合事業の充実 

（２）居宅・地域密着型・施設サービスの充実 

（３）サービスの質の確保・向上 

（４）介護人材の確保等 

５．住まい・日常

生活支援の充実 

（１）安心できる住まいの確保 

（２）生活支援の充実 

（３）権利擁護の充実 

（４）災害・交通安全・防犯体制の充実 

（５）感染症対策の推進 

《基本施策》 



7 

Ⅲ 高齢者福祉・介護保険事業施策の総合的展開について 

 

ここでは、第 5 章「高齢者福祉・介護保険事業施策の総合的展開」に掲載している主な取り

組みに対する施策の令和４年度における実施状況、担当課における自己評価及び今後の課題等

を記載します。 

 

 

＜実施状況、自己評価について＞ 

令和４年度に実施した事業内容について記載し、事業に取り組んだ結果についての自己評価

を記載しました。 

評価については、以下の基準で表し、そのような評価をした理由と今後の課題等を記載して

います。※基本施策４「介護保険サービスの充実・強化」の一部を除きます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・・・順調 または（目標を設定していれば）達成 

２・・・おおむね順調 または（目標を設定していれば）ほぼ達成だが、 

さらに工夫が必要 

１・・・検討が必要 

０・・・実施せず 
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＜計画全体の評価の結果について＞ 

各事業の評価数等については、下表のとおりとなっています。 

 

 

 

  

評価3 評価2 評価1 評価0

（1）推進体制の強化 2 2 2 0 0 0

（2）在宅医療と介護の連携の推進 5 5 4 1 0 0

（3）認知症施策の推進 5 5 5 0 0 0

（4）地域ケア会議の推進 3 3 2 0 0 1

（5）生活支援体制整備の推進 4 4 4 0 0 0

19 19 17 1 0 1

（1）高齢者ほっと支援センターの機能強化 2 2 1 0 1 0

（2）支え合う仕組みづくりの推進 3 3 1 2 0 0

（3）介護者への支援 2 2 2 0 0 0

7 7 4 2 1 0

（1）健康づくりの推進 13 17 7 10 0 0

（2）社会参加・生きがいづくりの推進 5 5 2 3 0 0

（3）介護予防・重度化防止の推進 9 10 7 3 0 0

27 32 16 16 0 0

（1）介護予防・日常生活支援総合事業の充実 2 2 2 0 0 0

（2）居宅・地域密着・施設サービスの充実

（3）サービスの質の確保・向上 5 5 2 2 0 1

（４）介護人材の確保 8 8 2 2 3 1

15 15 6 4 3 2

（1）安心できる住まいの確保 6 6 5 1 0 0

（2）生活支援の充実 5 5 4 1 0 0

（3）権利擁護の充実 4 4 1 3 0 0

（4）災害・交通安全・防犯体制の充実 3 5 3 2 0 0

（５）感染症対策の推進 1 1 1 0 0 0

19 21 14 7 0 0

87 94 57 30 4 3

100% 61% 32% 4% 3%

※一つの事業を複数の担当課が実施し、評価は担当課ごとに行っているため、事業数と評価数は一致していません。

※基本施策４「介護保険サービスの充実・強化」についての評価はなく、計画値と実績値の比較のみ掲載しています。

基本施策1の計

基本施策 施策の方向 事業数 評価数

1
地域包括ケアシス
テムの推進・深化

評価の割合

2
包括的な相談・支
援体制の充実

基本施策2の計

3
健康づくり・介護
予防の推進

基本施策3の計

4
介護保険サービス
の充実・強化

基本施策4の計

5
住まい・日常生活
支援の充実

基本施策5の計

合計
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１．地域包括ケアシステムの推進・深化 

 

（１）推進体制の強化 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

1-(1)-1 

東大和市地域包括ケアシステムの推進（地域包括ケア推進課） 

地域包括ケア推進会

議及び３つの専門部

会（在宅医療介護連

携推進部会、認知症

対策推進部会、生活

支援体制整備推進部

会）を開催し、医師

会・・歯科医師会・・薬剤

師会・・介護事業所等、

地域の関係団体と、

現状や課題、地域で

目指す理想像・（目標）

を共有し、具体的な

対応策を検討しま

す。 

必要な課題の

検討、情報共有

を図ります。 

各会議体において、課題の検

討、情報の共有を図った。 

＜開催状況＞ 

・地域包括ケア推進会議：２回

（オンライン） 

・在宅医療介護連携推進部会：３

回（オンライン） 

・認知症対策推進部会：３回（オ

ンライン） 

・生活支援体制整備推進部会：３

回（対面） 

 

３ 各会議体において、課題の

検討や情報共有を図ること

ができたため。 

 

引き続き、会議を通じて地

域の関係団体との関係作

り、情報共有に努める。 

1-(1)-2 

地域包括ケアシステムについての市民に対する普及啓発（地域包括ケア推進課） 

当市における地域包

括ケアシステムにつ

いての理解促進を目

的に、講演会等を開

催し、市民への普及

啓発を行います。 

市民に対する

講演会を開催

し、３か年で延

300 人の参加

者を目指しま

す。 

アドバンス・ケア・プランニング

（ＡＣＰ）についての講演会を１

回開催した。 

＜テーマ等＞ 

「人生会議」ってなんだろう？ 

・参加人数：９３人 

３ 新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止対策を実

施した上で、講演会を開催

することができたため。 

 

引き続き、講演会を開催

し、市民への普及啓発に努

める。 
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（２）在宅医療と介護の連携の推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

1-(2)-3 

医療・介護資源の情報整理と活用（地域包括ケア推進課） 

【市民向け】 

在宅療養をする上で

必要となるかかりつ

け医療機関やかかり

つけ歯科医師・薬局

等の情報を収集し、

市民に周知します。 

 

【専門職向け】 

在宅療養に取り組む

上で必要な情報や機

能を医療・介護等事

業所から収集し、専

門職間で共有しま

す。 

在宅看取りを

進めていく上

で必要となる、

訪問診療や訪

問歯科診療を

実施する医療

機関等の情報

を収集・・発信し

ます。 

【市民向け】 

在宅療養を選択肢の一つとして

検討できるよう「在宅療養ハンド

ブック」を作成した。 

 

【専門職向け】 

在宅療養を進める上で必要な情

報を一覧にした「情報シート」に

ついて、内容の更新を行い、市内

の介護サービス事業所等へ配布

した。 

３ 【市民向け】 

「在宅療養ハンドブック」を

作成し、市民等へ配布でき

たため。 

 

【専門職向け】 

「情報シート」を作成し、医

療機関や介護サービス事

業所へ情報提供したことに

より、多職種間の連携強化

につながったため。 

 

引き続き、地域資源の把握

に努め、情報提供を行う。 

1-(2)-4 

切れ目のない、在宅医療・介護提供体制の構築（地域包括ケア推進課） 

医師会、歯科医師会、

薬剤師会及び多職種

との連携に加え、地

域包括ケア推進会議

の一つである在宅医

療介護連携推進部会

の開催を通して、切

れ目のない医療介護

提供体制の構築に向

けた取組内容を検討

します。 

また、在宅認知症に

対する支援体制の構

築も検討します。 

地域包括ケア

推進会議で共

有する課題等

を解決するた

めに、在宅医療

介護連携推進

部会で必要な

取組案を検討

します。 

地域包括ケア推進会議の専門部

会間の連携を深めるため、各部

会と連携して行う取組を検討し

た。 

 

在宅療養生活を支えるための多

職種情報共有体制及び切れ目の

ない在宅医療・介護提供体制の

構築について検討を行った。 

３ 各会議体の活動内容につ

いて共有するとともに、発

行物に紹介記事やコラム

の寄稿等に取り組めたた

め。 

 

引き続き、各会議体と情報

共有を図り、連携体制づく

りに努める。 
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1-(2)-5 

在宅療養生活を支えるための多職種情報共有体制の構築（地域包括ケア推進課） 

在宅で療養する高齢

者の情報を多職種間

で円滑に共有できる

よう、ＩＣＴネット

ワークの運用方法に

ついて検討を行いま

す。 

また、災害時や感染

症の拡大等の緊急

時、事業所間の連絡・・

応援体制の構築等、

切れ目ないサービス

の提供体制の構築に

向けた検討を行いま

す。 

これまでに構

築したネット

ワークの有用

性を評価し、必

要に応じて運

用等の見直し

を行います。 

大規模災害等、

有事の際にICT・

を活用した事

業所間連絡・・応

援態勢の構築

について検討

します。 

 

 

 

ICTシステム（東大和市医師会が

多職種情報共有ツールとして平

成28年度から導入）について、

市内医療機関及び介護サービス

事業所等へ普及の支援を行っ

た。 

＜実績＞※令和４年度末現在 

・ICTシステム参加事業所数：11

４事業所 

・ID発行数：４０９ 

 

在宅医療介護連携推進部会等に

おいて、ICTネットワークの運用

や課題について検討することを

多職種間で確認した。 

 

ICTネットワークの運用の検討

の過程で切れ目ないサービスの

提供体制の構築に向け、検討す

ることを確認した。 

２ ICT システムの ID発行数

については、令和３年度末

から増加したが、切れ目の

ないサービスの提供体制

の構築については、確認に

留まり具体的施策の提案

には至らなかったため。 

 

ICT システムの更なる利

便性の向上に向けて、東大

和市医師会やケアマネジャ

ー等と調整し、必要な支援

に努める。また、切れ目の

ないサービスの提供体制

の構築について、具体的な

施策の提案に繋がるよう

に努める。 

1-(2)-6 

地域における多職種連携研修会の開催（地域包括ケア推進課） 

専門職に対して、在

宅療養に必要な専門

知識の習得を目的と

した研修会を開催し

ます。また、研修会の

参加を通して、現場

で相談し合える関係

を構築します。 

市内の医師、歯

科医師等が有

する専門知識

を多職種間で

共有し、実務に

活かせる研修

会を開催しま

す。 

 

 

在宅医療・介護連携推進のため

の多職種連携研修会を開催し、

医療、介護関係者等の専門職間

で情報を共有した。 

＜テーマ等＞ 

「ヘルパーの仕事を知ってよりよ

い連携をしよう！」 

・参加人数：５7人 

・その他：オンライン開催 

３ 地域包括ケア推進会議専

門部会の一つである、在宅

医療介護連携推進部会で

の検討や、医療関係者等か

らの意見をもとに、専門職

のニーズに合った研修会

を開催できたため。 

 

引き続き、今後も在宅医療

介護連携に関するテーマ

の研修会の開催に努める。 
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1-(2)-7 

在宅療養・終末期・看取りについての市民に対する普及啓発（地域包括ケア推進課） 

住み慣れた地域で人

生の最期を過ごすた

めに、市民一人ひと

りが、「本人の選択及

び家族等の心構え」

についての重要性を

理解することが重要

であることから、ア

ドバンス・ケア・プラ

ンニング・（ＣＣ））に

ついての講演会の開

催や、各種広報媒体

を活用し、市民への

普及啓発を行いま

す。 

【在宅介護実

態調査】 

「人生の最終

段階における

ケア方針につ

いて親しい人

と話し合った

ことがある高

齢 者 の 割 合

（％）」 

令和 5 年度：

50％ 

（参考） 

平成 31 年度：

45.3％ 

【講演会】 

アドバンス・ケア・プランニング

（ＡＣＰ）についての講演会を１回

開催した。 

＜テーマ等＞ 

「 『人生会議』ってなんだろ

う？」 

・参加人数：９３人 

 

【普及啓発講座】 

在宅医療介護連携支援センター

いもくぼ・なんがい において、

ACP に関する普及啓発講座を

２回開催した。 

 

【その他】 

「人生会議の日（１１月３０日）」、

「人生会議」をテーマに展示会を

実施した。 

 

市報・市公式SNSにより、「在宅

療養ハンドブック（令和４年度作

成）」を周知した。 

３ 新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止対策を実

施した上で、講演会を開催

し市民へ広くACPの普及

啓発活動を行うことがで

きたため。 

各種広報媒体による普及

啓発も継続して実施したた

め。 

 

引き続き、市民等に対して

普及啓発に努める。 

 

 

（３）認知症施策の推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

1-(3)-8 

認知症サポーター養成講座及びステップアップ講座の実施とチームオレンジの設置の検討 

（地域包括ケア推進課） 

認知症に関する正し

い知識と理解をもっ

て、地域や職域で認

知症の人や家族を手

助けする認知症サポ

ーターを養成しま

す。また、より実際の

活動をつなげるため

の講座（ステップア

ップ講座）を実施し、

チームオレンジ設置

に向けた検討を行い

ます。 

【認知症サポ

ーター養成者

数】 

３ か 年 で 延

600 人の認知

症サポーター

を養成します。

また、チームオ

レンジについ

ての情報収集

及び設置に向

けた検討を行

います。 

 

認知症サポーター養成講座を開

催し、認知症サポーターを養成し

た。 

＜実績＞ 

・養成人数：497人 

・新規採用職員対象：1回 

・定期開催：４回（うち１回は小学

生対象） 

・団体等：22 回（うち４回は小中

学生対象） 

３ 新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止対策を実

施した上で開催することが

でき、認知症サポーターの

養成者数については、前年

度を上回ったため。 

 

引き続き、認知症サポータ

ー養成講座を開催するとと

もに、チームオレンジの設

置に向けた検討及び情報

収集を行う。 
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1-(3)-9 

高齢者が身近に通える場の拡充・創設（地域包括ケア推進課） 

通いの場等に対し

て、各高齢者ほっと

支援センターに配置

した認知症地域支援

推進員を中心に、認

知症予防に根拠のあ

る取組等についての

情報提供等、活動の

拡充や創設に向けた

支援を行います。 

通いの場等の

主催者や参加

者に対する認

知症予防にエ

ビデンスのあ

る情報の提供

や認知症地域

支援推進員等

専門職の派遣

等を行います。 

認知症地域支援推進員等による

物忘れ相談会を開催した。 

＜実績＞ 

・回数：１２回 

・対象地区：清原・新堀地区 

・延べ参加人数：４３人 

 

３ 物忘れ相談会の毎月１回の

開催やミニ講座の開催（不

定期）により、認知症関連の

情報提供や参加者間の交流

などが図られたため。 

 

引き続き、物忘れ相談会を

開催し、認知症関連の情報

提供や参加者間の交流など

に努める。 

1-(3)-10 

専門職向けの研修の実施（地域包括ケア推進課） 

認知症の人の意思が

尊重され、それぞれ

の状況に応じて適切

な介護サービスを利

用することができる

よう、介護従事者の

認知症対応力の向上

に資する研修等を開

催します。 

研修の開催を

通して、認知症

の人の意思を

尊重した適切

なケアを行う

ことができる

よう、介護従事

者のケアの質

の向上を目指

します。 

民間事象者による専門職向け研

修を１回開催した。 

＜テーマ等＞ 

「認知症高齢者等みまもりシール

交付事業（ただいまオレンジ）に

ついて」 

・参加人数：３０人 

３ 「認知症高齢者みまもりシ

ール交付事業（ただいまオ

レンジ）」について周知する

ことができたため。 

 

引き続き、介護従事者のケ

アの質の向上に繋がる研修

を開催する。 

1-(3)-11 

認知症検診推進事業の実施や認知症初期集中支援チームの活用等による認知症の早期発見・早期対応 

（地域包括ケア推進課） 

認知症検診の実施に

より、認知症の早期

発見・早期診断につ

なげます。 

また、認知症の人や

その家族に対し、か

かりつけ医や、認知

症疾患医療センタ

ー、認知症初期集中

支援チーム、認知症

地域支援推進員や医

療・介護事業所等が

連携して支援を行い

ます。 

さらに、６５歳未満

で認知症を発症した

「若年性認知症」の

方を早期に支援に結

認知症検診推

進事業及び認

知症初期集中

支援チームの

評価を行い、よ

り効果的な実

施方法を検討

します。 

【認知症検診の送付】 

認知症の普及啓発及び早期発見

のため、気づきチェックリストを

送付し、認知症検診の早期受診

を促した。 

＜実績＞ 

・対象：年度年齢75歳の者 

・対象人数：1,206人 

・受診者数：６３人 

 

【初期集中支援チームの活動】 

初期集中支援チームにより、関係

機関等との連携を円滑に行い、

認知症の人に対応した。 

＜実績＞ 

・チーム介入件数：新規3件 

・定例会議：５回 

３ 【認知症検診の送付】 

認知症について、正しい知

識の普及啓発を行い、早期

発見に繋げることができた

ため。 

※検診受診率 

R３年度：2.6％ 

R４年度：5.2％ 

 

 

【初期集中支援チームの活動】 

認知症初期集中支援チーム

と連携し、認知症の方の支

援を実施したため。 

 

引き続き、認知症検診推進

事業及び認知症初期集中
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び付けるため、相談

窓口の充実を図りま

す。 

支援チームの活用により、

認知症の早期発見・早期対

応に努める。 

1-(3)-12 

市民参加型の認知症になっても住みやすいまちづくり（地域包括ケア推進課） 

認知症サポーター養

成講座に加え、認知

症の理解促進に関す

る市民向け講演会の

開催等、認知症につ

いての普及啓発活動

を通じ、地域の見守

り体制を構築しま

す。 

また、身元不明者に

対する対応につい

て、速やかに身元が

分かるような仕組み

を構築します。 

【認知症につ

いての相談窓

口を知ってい

る人の割合】 

令和 5 年度：

33％ 

 

（参考） 

平成 31 年度：

27.2％ 

チームオレンジ

についての情報

収集及び設置に

向けた検討を行

います。（再掲） 

既存の地域の見

守り体制等（制

度）と認知症サ

ポーター等の連

携により、認知

症の人への見守

り体制を強化し

ます。 

身元不明者の対

応について、速

やかに身元が分

かるよう、市民

に広く協力を依

頼できる方法と

仕組みを構築し

ます。 

認知症になって

も生きがいをも

って暮らし続け

ることができる

よう、農福連携

事業についての

情報収集と検討

を行います。 

【市民向け学習会】 

東大和警察署職員等による市民

向け学習会を開催した。 

＜テーマ等＞ 

「認知症高齢者みまもりシール交

付事業ただいまオレンジについ

て知ろう」 

・参加人数：２３人 

 

【東大和市認知症高齢者等みまも

りシール交付事業（ただいまオレ

ンジ）】 

上記事業を令和４年度から開始

した。 

＜実績＞ 

・交付人数：15人 

 

 

３ 認知症対策推進部会で検討

を重ねてきた、身元不明者

への対応に係る仕組みであ

る東大和市認知症高齢者等

みまもりシール交付事業（た

だいまオレンジ）を開始し、

介護者等の精神的負担の軽

減を図ることができたた

め。 

 

引き続き、認知症に関する

普及啓発に努めるととも

に、東大和市認知症高齢者

等みまもりシール交付事業

（ただいまオレンジ）を効果

的に実施できるように努め

る。 
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（４）地域ケア会議の推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

1-(4)-13 

小地域ケア会議の開催（地域包括ケア推進課） 

高齢者ほっと支援セ

ンター及び居宅介護

支援専門員、その他

関係機関の担当者

が、困難事例等の個

別ケースを対象に小

地域ケア会議を開催

します。 

また、高齢者ほっと

支援センター職員及

び居宅介護支援専門

員等を対象とした研

修を実施し、担当者

のスキルアップを図

ります。 

地域課題の抽

出及び定期的

な会議開催並

びに解決事例

の共有化を図

ります。 

【小地域ケア会議】 

個別課題の解決策等を検討する

ことを目的に開催した。 

＜実績＞ 

・開催回数：7回 

・延参加人数：103人 

 

【地域ケア会議研修】 

地域ケア会議の意義、重要性、会

議の展開や検討事項について学

ぶこと等を目的に、講義及びグ

ループワークを実施した。 

＜実績＞ 

・開催回数：１回（2日間） 

・延参加人数：69人 

３ オンラインと対面方式にて

開催し、会議の意義や事例

研究について研修を行うこ

とができたため。 

 

引き続き、地域課題の抽

出、解決事例の共有などに

繋がる研修を開催する。 

1-(4)-14 

地区別地域ケア会議の開催（地域包括ケア推進課） 

緊急性の高いケース

や、困難ケース、自立

支援・・重度化防止・・介

護予防に関するケー

ス等のケアマネジメ

ントを、多職種が連

携して実施し、課題

の共有や、具体的な

対応策を検討します。 

定期的な会議

を開催し、地域

課題を検討し

ます。 

新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止の観点から実施しな

かった。 

0 新型コロナウイルス感染症

の感染状況等を踏まえ、実

施を検討する。 

1-(4)-15 

地域ケア全体会の開催（地域包括ケア推進課） 

地区別地域ケア会議

で抽出した地域課題

から市全域に共通す

る課題を抽出し、そ

の課題をテーマにし

た地域ケア全体会を

開催します。 

会議での意見

を集約し、関係

機関へ検討課

題を提案しま

す。 

３か年で延３

００人の参加

を目指します。 

小地域ケア会議で抽出した課題

から市全体に共通する課題を抽

出し、その課題をテーマにした地

域ケア全体会を開催した。 

＜テーマ等＞ 

「身寄りのない高齢者が安心し

て生活を継続するために準備し

ておくこと」 

・参加人数：１２６人 

３ オンラインと対面方式にて

開催し、地域の共通課題に

ついて、多職種が協働し、課

題解決のための具体的な方

策を検討することができた

ため。 

 

引き続き、地域課題の抽

出、解決事例の共有などに

繋がるように開催する。 
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（５）生活支援体制整備の推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

1-(5)-16 

第２層協議体を活用した社会資源の発見と開発（地域包括ケア推進課） 

市内７圏域に設置した

第２層協議体の活動を

通じて、地域の困りご

とや、災害時の連携体

制等についての検討を

行います。 

様々な世代が協力し合

うことで、地域の中で

個人が孤立したり、負

担が偏ったりしないよ

う、支援の仕組みを検

討します。 

第２層協議体

が地域の課題

を抽出し、課

題解決に向け

た取組を進め

ます。 

地域で不足する資源の掘り起こ

し、解決策の協議等のため、地

域住民が主体となり、定期的に

地域課題等の情報共有やコミュ

ニティ間の連携強化を行う場と

して、第２層協議体が活動した。 

＜実績＞ 

・第２層協議体：７協議体 

・延会議開催数：61回 

３ 新型コロナウイルス感染症

の感染状況等を踏まえなが

ら、各協議体で地域の需要

の掘り起こしや資源の開発

を進められたため。 

 

引き続き、第２層協議体の

活動を通して、地域課題等

の把握に努め、必要な取組

みの拡充・充実を図るため

の検討を行う。 

1-(5)-17 

生活支援コーディネーターを活用した高齢者のニーズ把握とサービスとのマッチングの推進 

（地域包括ケア推進課） 

市内全域を担当する第

１層生活支援コーディ

ネーターと市内３圏域

に配置した第２層生活

支援コーディネーター

を活用し、地域におけ

る関係者と協力しなが

ら、関係者間のネット

ワーク化を図ります。 

また、生活支援コーデ

ィネーターを介して地

域で生活する高齢者の

ニーズとサービスとの

マッチングを行うほ

か、社会資源の把握や

サロン等の・「通いの場」

の創出を図ります. 

各地域のサロ

ン活動等から

の情報をもと

に、活動希望

者と通いの場

のマッチング

を 実 施 し ま

す。 

第２層生活支援コーディネータ

ーの各担当地域のサロン活動へ

の訪問等の活動を通して、参加

者、参加希望者への情報提供、

情報収集等を行った。 

３ 各地域のサロン活動等から

の情報をもとに、活動希望

者と集いの場のマッチング

を行ったため。 

 

引き続き、第２層生活支援

コーディネーターの活動を

通して、参加者、参加希望者

への情報提供、情報収集等

に努める。 
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1-(5)-18 

生活支援体制の整備推進（地域包括ケア推進課） 

地域包括ケア推進会議

の一つである生活支援

体制整備推進部会（第

１層協議体）を活用し、

地域活動の活性化につ

ながるよう、高齢者の

社会参加の促進を支援

します。 

地域包括ケア

推進会議で共

有する地域課

題等を解決す

るために、第

１層協議体で

必要な取組案

を 検 討 し ま

す。 

生活支援体制整備推進部会に

おいて、第２層協議体活動の活

性化を図るため交流会を実施し

た。 

＜テーマ等＞ 

「支え合いの地域づくりに向け

て」 

・回数：１回 

３ 新型コロナウイルス感染症

の感染状況等を踏まえ、実

施可能な規模、方法を模索

しながら、交流会を実施す

ることができたため。 

 

引き続き、内容や規模を検

討し、開催する。 

1-(5)-19 

通いの場及び社会資源についての市民に対する普及啓発（地域包括ケア推進課） 

生活支援体制整備広報

紙「てとてとて」の定

期発行の継続に加え、

市民への認知度向上の

ための取組を展開しま

す。 

第２層協議体の活動内

容についても、情報の

共有化を図ります。 

広報紙等の発

行を通じて情

報発信と、新

たな地域資源

の発掘を行い

ます。 

年３回定期的

に発行・配布

し、周知を図

ります。 

広報紙「てとてとて」を発行し、

地域資源や第２層協議体の活動

について情報発信を行った。 

＜実績＞ 

・発行回数：３回 

３ 地域資源に関する情報を広

報紙の発行により、市民に

発信することができたた

め。 

 

引き続き、広報紙等の定期

的な発行を通じて情報発信

に努める。 
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２．包括的な相談・支援体制の充実 

 

（１）高齢者ほっと支援センターの機能強化 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

2-(1)-20 

高齢者ほっと支援センターの体制強化（地域包括ケア推進課） 

担当高齢者数の増加とと

ともに、複合的課題を抱

えた困難事例も増加して

いることを踏まえ、１セ

ンター当たりの担当高齢

者数が６千人程度になる

よう、高齢者ほっと支援

センターの増設に向けた

準備を行います。 

高齢者ほっ

と支援セン

ターの増設

に向けた、

日常生活圏

域の見直し

と、設置に

向けた諸準

備を進めま

す。 

高齢者ほっと支援センターしみ

ずを開設し、４センター体制、

日常生活圏域４圏域による運

営を開始した。 

３ 新たに高齢者ほっと支援セ

ンターを開設し、４センター

体制、日常生活圏域４圏域

による運営を開始したた

め。 

 

４センター体制となったこと

の更なる周知を図るととも

に、担当地区ごとの課題を

整理し、必要な取組を検討

する。 

2-(1)-21 

重層的支援体制整備事業との連携（地域包括ケア推進課） 

重層的支援体制整備事業

と連携した、包括的な相

談・・支援体制の整備、高齢

者ほっと支援センターの

機能強化を図ります。 

重層的支援

体制整備事

業の包括的

相談支援事

業との連携

を 図 り ま

す。 

重層的支援体制の整備に向け

て、研修への参加等を通じて

情報収集に努めた。 

１ 引き続き、関係課と連携し、

重層的支援体制の整備に向

けて検討する。 
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（２）支え合う仕組みづくりの推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

2-(2)-22 

高齢者見守りぼっくすによる相談・支援（地域包括ケア推進課） 

高齢者見守りぼっくすの

相談員が地域の高齢者宅

を戸別訪問し、地域での

見守りを必要とする高齢

者に対し、関係機関と連

携しながら支援を行いま

す。また、緊急時の通報機

器の設置相談に応じると

ともに、高齢者やその家

族、地域住民等からの相

談に応じ、必要な支援を

行います。 

高齢者やそ

の家族に対

して個別訪

問等を行う

ことにより、

高齢者見守

りぼっくす

の認知度の

向上と、地域

での見守り

を必要とす

る高齢者及

び緊急時の

通報機器設

置世帯数の

増加に努め

ます。 

【緊急時の

通報機器設

置世帯数】 

令和３年度・：

268世帯 

令和４年度・：

279世帯 

令和５年度・：

285世帯 

高齢者の見守り支援、相談支

援を実施した。 

＜実績＞ 

・緊急時の通報機器設置世帯

数：288世帯 

2 高齢者見守りぼっくす事業

について、徐々に市民に認

知されつつあり、緊急時の

通報機器の設置数も増えて

いるため。 

 

引き続き、認知度を向上さ

せるため、更なる PR を行

う。 

2-(2)-23 

子ども・高齢者見守りネットワーク～大きな和～による見守り 

（子ども家庭支援センター、地域包括ケア推進課） 

社会福祉協議会がコーデ

ィネートし、地域で活動

する団体や事業所の方々

が日常業務の中でさりげ

なく見守りを行い、何ら

かの異変に気づいた場合

には、市・（地域包括ケア推

進課・子ども家庭支援セ

ンター）・・高齢者ほっと支

援センター・高齢者見守

協力機関の

拡大を図る

ことによる、

更なる見守

り体制の充

実を図りま

す。 

「東大和市子ども・高齢者見守

りネットワーク～大きな和～」

の趣旨に賛同する団体や事業

者の協力を得て、高齢者及び

子どものさりげない見守りを

行った。 

＜実績＞ 

・協力機関数：7２事業所 

※令和４年度末現在 

３ 

 

協力機関と協定を締結し、

ネットワークの充実が図ら

れたため。 

 

新たな協力機関の拡大や既

存の協力機関内の事業周知

などを図りつつ、継続して

実施したい。 
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りぼっくすへの連絡によ

り、緊急対応を行います。 

2-(2)-24 

見守り・声かけ活動（福祉推進課） 

高齢者が地域で安心して

暮らせるように、地域ご

とにボランティア組織を

設置し、地域の見守りや

声かけを行っている社会

福祉協議会を支援しま

す。 

見守り・声か

けを必要と

している潜

在的な高齢

者の把握に

努めます。 

社会福祉協議会が実施するふ

れあいまちづくり事業に補助

を行い見守り・声かけ活動の

推進を支援した。 

２ 補助を通じて事業の支援が

できたため。 

 

今後、高齢化が進む中で見

守り・声かけを必要としてい

る潜在的な高齢者の方をど

のように登録に結びつける

かが課題である。 

 

（３）介護者への支援 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

2-(3)-25 

家族介護者の会への支援（地域包括ケア推進課） 

市内にある家族介護者の

会が継続して活動できる

ように市報掲載や施設の

利用に関して支援しま

す。 

活動で使用

する会場の

確保や広報

等について

支援します 

市内にある家族介護者の会へ

の活動支援として、市報掲載

や会場確保等を行った。 

３ 要望があった団体の支援を

行うことができたため。 

 

従来以外の方法での支援に

ついても模索していく。 

2-(3)-26 

ケアラー支援事業（地域包括ケア推進課） 

介護者がそれぞれの不安

や悩みを話し合うととも

に、認知症・・介護に関する

理解を深められるよう支

援します。 

より多くの

介護者等に

参加しても

らえるよう

広報等の充

実を図ると

ともに、民間

事業者との

連携を生か

す等により

事業内容を

充実させま

す。 

【こころの相談】 

介護者等を対象に、介護に対

する不安、悩み等について個

別相談を実施した。 

＜実績＞ 

・相談延件数：１６件 

 

【ケアラーズカフェ】 

参加者による情報共有、情報

交換等の交流を図るととも

に、認知症・介護に関するミニ

講座等を楽しむことができる

ケアラーズカフェを開催した。 

＜実績＞ 

・回数：１２回（うちミニ講座及

び上映会6回） 

・参加延人数：54人 

３ 個別相談による対応、ケア

ラーズカフェ、ミニ講座等の

開催を通して、対象者への

支援ができたため。 

 

引き続き、対象者の有益と

なるように内容等の工夫に

努める。 
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３．健康づくり・介護予防の推進 

 

（１）健康づくりの推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

3-(1)-27 

各健（検）診（健康推進課） 

「健康増進法」に基づく

各健（検）診を実施しま

す。 

 

 

 

 

 

２ つ の 健

（検）診を

組み合わせ

て行うこと

により、利

便性を図り

健・（検）診受

診率を増や

します。 

無保険者等を対象に健康診査

（生活習慣病等の検査）を実施

した。 

＜実績＞ 

・無保険者等健康診査 

受診者数407人 

 

・がん検診（胃がん、子宮がん、

肺がん、乳がん、大腸がん、前

立腺がん、胃がんリスク検査） 

総受診者数：6,807人 

・新たなステージに入ったがん

検診 

受診者数（内数）144人 

 

成人健康診査等で大腸がん検

診又は前立腺がん検診を同時

に実施した。 

＜実績＞ 

・大腸がん検診同時受診者 

（内数）230名 

・前立腺がん検診同時受診者 

（内数）339名 

 

肺がん検診と同時に大腸がん

検診を同時に実施した。 

＜実績＞ 

同時受診者（内数）645名 

・肝炎ウイルス検診・骨粗鬆症

検診 

受診者数 988人 

2 検診を同時受診する機会を

創出することで、検診率の

向上につながったため。 

 

今後は、更なる検診率向上

のため、同時受診可能であ

る検診を引き続き検討して

いく。 

3-(1)-28 

健康ウォーキング事業（健康推進課・生涯学習課） 

市民の健康増進・スポー

ツ習慣定着を目的に、ウ

ォーキングマップの活用

等の情報提供を行いま

す。 

東大和市体育協会が主催

する「歩こう会」につい

ツールの活

用や事業へ

の参加によ

り日常的に

運動してい

る人を増や

します。 

【健康推進課】 

ウォーキングマップを市内各施

設で配布した。 

＜実績＞ 

・配布部数：130部 

 

ウォーキングマップを活用した

健康づくりイベントとして、クイ

３ ウォーキングマップの配布

や同マップを活用したウォ

ーキングイベントの開催に

より、運動習慣定着のきっ

かけ作りを行うことができ

たため。 
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て、参加する高齢者の健

康増進が図れるよう、引

き続き、運営支援等を行

います。 

東大和市体

育協会と連

携した「歩

こう会」の

運営支援等

を 行 い ま

す。 

ズラリーを実施した。 

＜実績＞ 

・実施期間：11月 1日 

～11月 15日 

・参加人数：１４６人 

 

【生涯学習課】 

健康増進を目的に、東大和市

スポーツ協会が主催している

「歩こう会」の運営支援等を行

った。 

2 東大和市スポーツ協会と連

携し、「歩こう会」の運営支

援を行っているため。 

 

引き続き、運営支援を実施

していきたい。 

3-(1)-29 

健康啓発教育事業（健康推進課） 

市報や市公式ホームペー

ジなどを活用し、健・（検）

診や健康教室についての

啓発周知を行っていきま

す。 

 

健康づくり

カレンダー

等を通じた

健・（検）診の

申込み日程

や実施期間

の周知、事

業の紹介等

を行います。 

健康づくりカレンダーを作成

し、健（検）診事業、健康教室の

申込み日程や実施期間を掲載

して、市民に全戸配布し、啓発

周知を行った。 

＜実績＞ 

・作成部数：42,000部 

３ 全戸配布することで健（検）

診事業や健康教室日程等に

ついて周知できたため。 

 

引き続き、健康カレンダー

を全戸配布することで情報

を周知していく。 

3-(1)-30 

健康相談事業（健康推進課） 

専門医による心の健康相

談・（予約制）を実施し、心

の健康についての市民の

相談を受けるほか、電話・・

窓口で保健師や看護師が

心の健康についての相談

に対応します。 

専門医や保

健師・看護

師による対

応の継続を

図ります。 

専門医による心の健康相談

（予約制）を 10 回実施し、心の

健康についての市民の相談を

受けた。 

＜実績＞ 

・相談件数：13件 

 

電話窓口で保健師や看護師が

心の健康についての相談に随

時、対応した。 

＜実績＞ 

・相談件数：94件 

2 市民からの心の相談には、

専門医によるものと、保健

師・看護師によるもので対

応できたため。 

 

引き続き、相談を実施して

いく。 

3-(1)-31 

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）対策（健康推進課・保険年金課） 

たばこの健康への影響を

理解し、発症予防、早期発

見、早期治療により重症

化を防止するため、ＣＯ

）Ｄ（慢性閉塞性肺疾患）

についての認知度を高め

るための情報提供を行い

ます。 

医療機関等

と連携を図

り、ＣＯ）

Ｄ（慢性閉

塞 性 肺 疾

患）の認知

度向上を目

指します。 

【健康推進課】 

成人保健事業でたばこの健康

影響に関する相談等があった

場合について、医療機関と連

携するためのＣＯＰＤ（慢性閉

塞性肺疾患）に関する情報収

集を行った。 

2 ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾

患）の認知度向上のための

連携構築の準備ができたた

め。 

 

今後は、医療機関等と連携

し認知度の向上に向け情報

提供を行っていく。 
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国民健康保険加入者のう

ち、特定健康診査の問診

やレセプトデータの分析

等から抽出された喫煙者

に向けて、禁煙を促すと

ともに、禁煙外来の受診

を勧奨します。 

禁煙外来受

診者２０人

を目指しま

す。 

【保険年金課】 

国民健康保険加入者で喫煙習

慣のある方に、COPD の周知

や健康に及ぼすリスクをお知

らせする通知を送付し、喫煙習

慣の見直しを促した。啓発通知

対象者のうち、リスクの高い者

に対して、電話による受診勧奨

を行った。 

＜実績＞ 

・送付件数：327人 

２ 東大和市医師会との連携に

より、禁煙外来受診や併発

症の抑制への取組を、国民

健康保険加入者に対しては

引き続き強化していきた

い。 

3-(1)-32 

歯と口腔の健康に関する講演会（健康推進課） 

歯と口腔の健康が、全身

の健康に深く影響するこ

と等の正しい知識の普及

を図ります。 

 

 

 

オーラルフ

レ イ ル な

ど、歯と口

腔の健康が

全身の健康

と関連する

こと等正し

い知識の普

及を図りま

す。 

歯と口腔の健康と健康寿命と

の関連について情報収集を行

い、加齢に基づく口腔機能低

下防止のための周知に関する

準備を行った。 

2 高齢者の口腔機能低下防止

に関する周知事業の準備が

適切に行えたため。 

 

今後は、周知に関する取組

を行っていく。 

3-(1)-33 

成人歯科健康診査事業（健康推進課） 

原則としてかかりつけ医

をもたない人を対象に、

検診を実施し、定期的な

歯のチェックと歯周疾患

の早期発見・治療を推進

します。 

対象の拡充

による受診

者 を 増 や

し、かかり

つけ歯科医

の定着を進

めます。 

３０、４０、５０、６０、７０歳の市

民及び７６、８０、８５歳の無保

険者等を対象に、成人歯科検

診の通知により検診の受診を

勧奨し、受診者の増加を図っ

た。 

＜実績＞ 

・検診受診者数：２１９件 

2 原則としてかかりつけ医を

もたない方を対象に、検診

を実施し、定期的な歯と口

腔の状態のチェックと歯周

疾患の早期発見・治療を推

進できたため。 

 

引き続き継続して実施して

いく。 

3-(1)-34 

後期高齢者医療歯科健康診査（保険年金課） 

一定期間、歯科受診をさ

れていない人を対象に、

歯科検診を実施すること

で、歯周疾患を早期に発

見し、早期治療につなげ

ます。 

歯科口腔の

重要性を啓

発し、かか

りつけ歯科

医の定着を

進めます。 

被保険者を対象に市内の指定

歯科医療機関にて、歯科健康

診査を実施した。 

＜実績＞ 

・対象者数:2,479人 

・受診者数: 119人 

・受診率：4.8％ 

 

３ 東京都後期高齢者医療広域

連合の定める目標受診率

（2％）を達成しているが、

健診申込時の案内や通知内

容を見直し、健診申込者の

受診率の向上を目指してい

きたい。 
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3-(1)-35 

歯科医療連携推進事業（健康推進課） 

在宅歯科医療を充実させ

るため、関係機関の協 

力を得て、高齢者、障害者

等が身近な地域で必要な

歯科医療が受けられるよ

う、関係機関の連携を推

進します。 

 

様々な機会

を活用した

事業の周知

と、訪問歯

科診療の充

実を図りま

す。 

在宅訪問歯科診療を定着させ

るため、歯科医療連携事業のＰ

Ｒとして開催している「なんで

も聞こう！無料歯科相談」は、

新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止の観点から中止

とした。 

 

訪問歯科診療は東大和市歯科

医師会の協力を得て実施した。 

＜実績＞ 

・延べ訪問回数：6６5回 

 

市民を対象に飲み込み機能維

持と地域支援について摂食嚥

下講演会を実施した。 

＜実績＞ 

・参加者：9人 

２ 新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止の観点から

事業を中止とした事業もあ

るが、感染対策をしたうえ

で訪問歯科診療や講演会は

実施し、事業の周知や充実

を図れたため。 

 

引き続き継続して実施して

いく。 

3-(1)-36 

こころの健康づくり講演会（健康推進課） 

こころの健康づくりや自

殺防止についての講演会

を開催し、普及啓発を行

います。 

不安やスト

レスがある

ときの対処

方法を知っ

ている人の

割合の向上

を目指しま

す。 

こころの健康づくり講演会（ゲ

ートキーパー養成研修）を市

民、関係機関職員に対し実施し

た。 

＜実績＞ 

・実施回数 ２回 

・延べ参加者：65人 

 

3 市民、関係機関の職員に対

し、ゲートキーパーの役割を

理解し、業務での役割発揮

など人材育成等を目的に研

修及び講演会を実施できた

ため。 

 

引き続き継続して実施して

いく。 

3-(1)-37 

運動器症候群（ロコモティブシンドローム）の周知（健康推進課） 

運動器の障害のために自

立度が低下し、介護が必

要となる可能性が高い状

態であるロコモティブシ

ンドローム（運動器症候

群）の予防に効果的な運

動などの情報提供を行い

ます。 

高齢者の筋

力低下や骨

粗鬆症の予

防について

の健康教育

を実施しま

す。 

運動器症候群に関する講習会

を実施した。 

 

【いきいきヘルシー教室】 

＜実績＞ 

・前期テーマ： 「ドローインでお

腹まわりをスッキリしましょう」 

・参加者：延 14人 

・後期テーマ：「ピラティスで理

想の身体を作りましょう」 

・参加者：延 14人 

 

 

2 運動器症候群の予防のため

の筋肉運動や食事について

の啓発や、骨密度測定実施

後に骨粗鬆症予防のための

食事、運動についての啓発

ができたため。 

 

今後も高齢者を含めた筋力

低下や骨粗鬆症の予防につ

いての健康教育を実施し、

啓発を継続していく。 
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【女性のいきいき健康教室】 

＜実績＞ 

・前期テーマ：「肩こり・腰痛の

ない生活を送りましょう」 

・参加者：8人 

・後期テーマ：「軽やかに春をむ

かえましょう」  

・参加者：6人 

3-(1)-38 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施（地域包括ケア推進課・健康推進課・保険年金課） 

高齢者の心身の多様な課

題に対応し、きめ細かな

支援を実施するため、後

期高齢者医療保険の保健

事業と介護保険の介護予

防に関する事業を一体的

に実施します。 

関係各課と

の連携を深

め、事業を

早期に開始

するよう準

備します。 

【地域包括ケア推進課】 

体力測定会（保険年金課主催）

の実施に当たり、同課と実施内

容等について連携した。 

３ 参加人数や実施方法を工夫

することで体力測定会を実

施することができたため。 

【健康推進課】 

令和４年度から一体的に実施

した。 

３ 令和4年度から一体的事業

が開始できたため。 

【保険年金課】 

65 歳以上の市民を対象とし

た体力測定会を４回開催した。 

＜実績＞ 

・参加者：計 171人 

 

前年度の健康診査で、「体重減

少」と「転倒」した被保険者等に

対して訪問または電話で個別

的支援を行った。 

＜実績＞ 

・支援実施者：38人 

３ 東京都後期高齢者医療広域

連合からの委託により、令

和３年度より事業開始。予

定していた事業はすべて行

うことができたため。 

 

引き続き、高齢者の心身の

多様な課題に対応できるよ

う継続していきたい。 

3-(1)-39 

新たな健康への取組（健康推進課） 

産官学民との連携によ

り、リビングラボの手法

を取り入れ、持続的なラ

イフスタイルや行動の変

容につながる健康への取

組を推進します。 

健康寿命の

延伸を目指

します。 

生活習慣病発症予防を目的に

腸内環境に着目したライフスタ

イル改善について、子育て世代

を対象にリビングラボの手法

を用いたワークショップを開催

した。また、腸内環境改善をテ

ーマとした講演会を開催した。 

＜実績＞ 

・ワークショップ：8回開催 

・講演会：参加22名 

2 リビングラボの手法を取り

入れることで、健康寿命の

延伸のための取組が行え

た。また、年間８回のワーク

ショップを滞りなく実施で

きたため。 

 

今後はテーマを変えてリビ

ングラボを実施していく。 
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（２）社会参加・生きがいづくりの推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

3-(2)-40 

シルバー人材センターへの支援（福祉推進課） 

高齢者が社会参加と自ら

の経験や能力を生かすこ

とができるよう、シルバ

ー人材センターの運営へ

の支援を継続します。 

民間の仕事

の受注拡大

を 図 り ま

す。 

シルバー人材センターに対して

運営に係る経費を補助した。 

 

シルバー人材センターに関し、

市報や窓口で周知した。 

 

会員数については、令和３年度

より減少した。 

＜実績＞ 

・令和３年度：５８２人 

・令和４年度：５７６人 

２ シルバー人材センターの周

知や運営補助を行ったた

め。 

 

高齢化社会を迎え年金受給

できる年齢まで企業等で働

く方が多くなっている傾向

により、会員数の確保が課

題となっている。 

3-(2)-41 

学習機会の保障（生涯学習課） 

市内の有能な人材をボラ

ンティアとして活用する

人材バンク事業を、また、

市民団体等が自主的に行

う学習会に職員を講師と

して派遣する・「多摩湖塾」

を実施し、高齢者の自発

的な学習活動を支援しま

す。 

事業の）Ｒ

の強化を図

ります。 

学びあいガイド（市民による生

涯学習の案内、行政による生

涯学習の案内）を発行し、人材

バンク事業、多摩湖塾及び市

内の生涯学習活動について情

報提供を行った。 

 

人材バンク事業では体験講座

も実施して事業のＰＲに努め

た。 

３ 令和４年度は、学びあいガ

イドを発行し、各種事業の周

知を行うことができたた

め。また、コロナ禍の中で、

人材バンク制度の利用実績

が１件あったことから、一定

程度ＰＲの効果を感じるこ

とができたため。 

 

事業の更なるＰＲの強化を

図る。 

3-(2)-42 

スポーツ・レクリエーション情報の提供（生涯学習課） 

健康増進を目的に、東大

和市体育協会が主催する

「スポーツ・レクリエー

ション・フェスティバル」

について、引き続き、運営

支援等を行うとともに、

高齢者に適したスポー

ツ・レクリエーション活

動を支援します。 

「学びあい

ガイド」の

配布継続と

情報提供の

充実を図り

ます。 

スポーツ・レクリエーションの

推進を目的に、東大和市スポ

ーツ協会が主催している「スポ

ーツ・レクリエーション・フェス

ティバル」の運営支援等を行っ

た。 

 

学びあいガイド（市民による生

涯学習の案内）を発行し、スポ

ーツ・レクリエーション活動に

関する情報提供を行った。 

2 東大和市スポーツ協会と連

携し、「スポーツ・レクリエー

ション・フェスティバル」の運

営支援を行うとともに、学

びあいガイド（市民による生

涯学習の案内）を発行し、ス

ポーツ・レクリエーション活

動に関する情報提供を行っ

ているため。 

 

引き続き、運営支援及び情

報提供を実施していきたい。 
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3-(2)-43 

老人クラブの活動支援（地域包括ケア推進課） 

シニアクラブ連合会及び

単位老人クラブに対し、

社会活動の促進を目的と

した市補助金を交付しま

す。また、運営に対する総

合相談に随時対応し、必

要な助言等を行います。 

老人クラブ

の活性化に

つながる事

業に対する

支援の実施

を 図 り ま

す。 

老人クラブが実施する生きが

いを高める活動事業や活性化

のための事業等に対する補助

金を交付した。また、運営に対

する相談に随時対応した。 

＜補助金の交付実績＞ 

クラブ数：15 クラブ 

会員数：704 

補助金の額：2,991,611円 

2 老人クラブに対する補助金

を支出することで、高齢者

の生きがいづくりに寄与す

ることができたため。 

 

引き続き、活性化につなが

る事業に対し必要な支援を

していきたい。 

3-(2)-44 

介護支援いきいき活動事業（地域包括ケア推進課） 

65 歳以上の高齢者が、介

護保険施設等でのボラン

ティア活動を通して、社

会参加の識を高め、相互

に助け合う精神を醸成

し、健康づくりと介護予

防を進めることができる

よう支援します。 

市民に対す

るボランテ

ィア活動へ

の 理 解 促

進、活動者

数の増加、

受入施設の

拡大を図り

ます。 

登録事業所

数を令和５

年度までに

26か所まで

増 や し ま

す。また、３

か 年 で 延

345 人の登

録活動者数

を目指しま

す。 

介護支援いきいき活動事業を

実施した。 

＜実績＞ 

・登録者：７２人 

・活動者：３５人 

・受入施設数：２６事業所 

３ 新型コロナウイルス感染症

拡大に伴い、受け入れ事業

所での活動が困難な状況で

はあったが、活動者数、受入

施設数が前年度を上回った

ため。 

 

今後、新型コロナウイルス感

染症の感染状況等を踏まえ

ながら、活動を支援してい

く。 
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（３）介護予防・重度化防止の推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

3-(3)-45 

介護予防普及啓発事業（地域包括ケア推進課） 

要支援・・要介護認定を受け

ていない 65 歳以上の方を

対象に、楽しみマッスル教

室、いきいき運動プラス等

の介護予防に必要な知識・

技術を提供する介護予防

教室を開催します。 

教室の開催を通して、介護

予防に必要な知識・・技術に

加えて、介護予防の重要性

や、継続して取り組むこと

の必要性について普及啓

発を行います。 

教室を修了

した者に対

する介護予

防活動の継

続促進策に

ついて検討

します。 

介護予防普及啓発事業とし

て、「楽しみマッスル教室」、

「いきいき運動プラス」、「東

大和元気ゆうゆう体操㏌市

役所中庭」を実施した。 

＜実績＞ 

・「楽しみマッスル教室」 

 回数：6期、84回 

 実参加人数：５７人 

・「いきいき運動プラス」 

 回数：3期、42回 

 実参加人数：29人 

・「東大和元気ゆうゆう体操

㏌市役所中庭」 

 回数：6回 

 延参加人数：285人 

３ 参加者の評価は好評であっ

たこと、教室等に参加する

ことで介護予防の重要性な

どについて普及啓発できた

ため。 

 

引き続き、多くの参加者を

確保できるように、介護予

防に必要な知識・技術の提

供に努める。 

3-(3)-46 

東大和元気ゆうゆうポイント事業（地域包括ケア推進課） 

おおむね 65 歳以上の高齢

者が、元気ゆうゆう体操や

市内のサロン等の活動に

参加することに対して、ポ

イントを付与し、貯まった

ポイントを景品に交換で

きることにより、活動参加

へのインセンティブを高

め、高齢者の健康寿命延伸

や介護予防を図ります。 

景品交換方

法の変更等

による利便

の向上を図

ります。 

介護予防活動に１回参加する

ごとに１ポイントを付与した。

参加者が取得したポイントに

ついては、交換期間中に、所

定のポイントごとに景品と交

換を行った。事業は、社会福

祉協議会に委託した。 

＜実績＞ 

・登録活動数：６１か所 

・延参加人数：３３,８４５人 

・景品交換数：７９６回 

3 新型コロナウイルス感染症

拡大防止の観点から、自宅

での活動もポイント付与の

対象とする等、柔軟な対応

を行えたため。 

 

引き続き、柔軟な対応に努

めながら、事業を進めてい

く。 

3-(3)-47 

介護予防リーダー・東大和元気ゆうゆう体操普及推進員の養成（地域包括ケア推進課） 

地域で介護予防に関する

取組を実践するために必

要な知識を身に付け、市内

での介護予防活動を積極

的に展開する人材を育 

成するため、介護予防リー

ダー養成講座を開催しま

養成講座の

周知による

参加者の確

保を図りま

す。 

 

【介護予防リーダー養成講座】 

令和４年度未開催※隔年開催 

 

【東大和元気ゆうゆう体操普

及推進員養成講座】 

・回数：全8回 

・養成人数：11人 

３ 新たに東大和元気ゆうゆう

体操普及推進員を養成する

ことができたため。 

 

引き続き、参加者を確保で

きるように、情報の提供に

努める。 
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す。また、東大和元気ゆう

ゆう体の動作を正しく身

に付け、市内で積極的 

に体操の普及活動を展開

する人材を育成するため、

体操普及推進員養成講座

を開催します。 

 

3-(3)-48 

介護予防把握事業介護予防リーダー・体操普及推進員へのフォローアップ（地域包括ケア推進課） 

介護予防リーダー養成講

座修了者、体操普及推進員

養成講座修了者を対象と

した連絡会を開催します。

また、連絡会において、活

動に必要な知識・・技術等を

学習するため 

の研修や、スキルアップの

ための講演会の実施等、介

護予防活動が継続できる

よう支援します。 

介護予防リ

ーダー・体

操普及推進

員への継続

支援を図り

ます。 

介護予防リーダー及び体操普

及推進員を対象に、地域にお

ける介護予防活動の継続支

援のためのフォローアップ講

習及び情報提供を行った。 

＜実績＞ 

・回数：４回 

（うち、連絡会 1回、 

講習会３回） 

・延参加人数：142人 

３ 新型コロナウイルス感染症

の感染状況等を踏まえ、講

習会を一部中止・縮小して

実施したが、介護予防活動

の継続に資するフォローア

ップや情報提供ができたた

め。 

 

引き続き、介護予防リーダ

ー及び体操普及推進員が継

続して活動できるように支

援していく。 

3-(3)-49 

介護予防把握事業（地域包括ケア推進課） 

75歳以上で要支援・・要介護

認定を受けていない方を

対象に、基本チェックリス

トによる調査を実施し、生

活機能の低下を確認した

方に対して介護予防教室

への案内等を行います。ま

た、基本チェックリスト未

返送者について、高齢者ほ

っと支援センター及び高

齢者見守りぼっくすを通

じて状況確認を行います。 

要介護状態

になるリス

クの高い人

を把握し、

介護予防の

普及啓発を

実 施 し ま

す。 

対象者に対して基本チェック

リストによる調査を実施し、

調査結果に応じて、介護予防

教室への案内等を行った。 

また、基本チェックリスト未返

送者に対して、高齢者ほっと

支援センター及び高齢者見守

りぼっくすによる実態把握を

行った。 

＜実績＞ 

・発送数：4,603件 

・返送数：4,142件 

・未返送者実態把握数：273件 

3 基本チェックリストによる調

査を実施し、要介護状態に

なるリスクの高い方の把握

ができたため。 

また、未返送者について 7

割以上の方の実態把握がで

きたため。 

 

引き続き、要介護状態にな

るリスクの高い方を把握し、

介護予防の普及啓発を行っ

ていく。 

3-(3)-50 

通いの場の創出（福祉推進課・地域包括ケア推進課） 

社会福祉協議会が実施し

ている・「ふれあいなごやか

サロン活動」の推進、介護

予防自主グループ活動を

支援します。また、生活支

援コーディネーターを通

地域資源の

情報収集・

情報発信と

通いの場の

創出を図り

ます。 

【福祉推進課】 

社会福祉協議会が実施する

ふれあいなごやかサロンの支

援事業（人件費、事務費）の補

助を行った。 

ふれあいなごやかサロンの利

２ 社会福祉協議会が実施する

ふれあいなごやかサロンに

対して支援を行ったため。 

ふれあいなごやかサロンの

利用者が増加したため。 
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して社会資源の把握や・「通

いの場」の創出を図ります。 

用者は令和３年度より増加し

た。 

 

＜実績＞ 

・令和３年度：5,649人 

・令和４年度：7,933人 

引き続き、支援を継続して

いきたい。 

【地域包括ケア推進課】 

広報紙「てとてとて」を発行

し、地域資源や第２層協議体

の活動について情報発信を

行った。 

＜実績＞ 

・発行回数：３回 

３ 広報紙の発行により、地域

資源に関する情報を市民に

対し発信することができた

ため。 

 

引き続き、広報紙等の定期

的な発行を通じて情報発信

に努める。 

3-(3)-51 

新たな健康への取組【再掲】（健康推進課） 

産官学民との連携により、

リビングラボの手法を取

り入れ、持続的なライフス

タイルや行動の変容につ

ながる健康への取組を推

進します。 

健康寿命の

延伸を目指

します。 

生活習慣病発症予防を目的

に腸内環境に着目したライフ

スタイル改善について、子育

て世代を対象にリビングラボ

の手法を用いたワークショッ

プを開催した。また、腸内環

境改善をテーマとした講演会

を開催した。 

＜実績＞ 

・ワークショップ：8回開催 

・講演会：参加22名 

2 リビングラボの手法を取り

入れることで、健康寿命の

延伸のための取組が行え

た。また、年間８回のワーク

ショップを滞りなく実施で

きたため。 

 

今後はテーマを変えてリビ

ングラボを実施していく。 

3-(3)-52 

一般介護予防事業と他地域支援事業に基づく事業等との連携（地域包括ケア推進課） 

サロン活動や体操自主グ

ループ活動、介護予防教室

等と、介護予防・・自立支援

のための地域ケア会議や

生活支援体制整備事業が

連携を図ることで、一般介

護予防事業の充実を図り

ます。 

事業間の連

携の推進を

図ります。 

【生活支援体制整備事業】 

広報紙「てとてとて」を発行

し、地域資源や第２層協議体

の活動について情報発信を

行った。 

＜実績＞ 

・発行回数：３回 

 

【包括的・継続的ケアマネジメ

ント支援事業】 

医療職・介護専門職・民生委

員・生活支援コーディネータ

ー等が参加する地域ケア全体

会を 1回開催した。 

３ 様々な機会を通して、情報

発信や、多角的な視点から

意見交換を行うことで、一

般介護予防事業の充実を図

ることができたため。 

 

引き続き、情報発信等に努

め、一般介護予防事業の充

実を図る。 
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3-(3)-53 

要介護者等に対するリハビリテーションサービス提供体制の充実（介護保険課） 

要介護・（支援）者がリハビ

リテーションの必要性に

応じてリハビリテーショ

ンサービスを利用できる

よう、医療保険で実施す

る急性期・回復期のリハ

ビリテーションから、介 

護保険で実施する生活期

リハビリテーションへ、

切れ目のないサービス提

供体制の構築に努めま

す。 

リハビリテ

ーション指

標の向上を

目 指 し ま

す。 

下表のとおり ２ 目標設定時の数値のとらえ

方に差異があり、実績との

違いが生じたが、概ね目標

値に近い実績をあげること

ができたため。 

 

指標名 指標の説明 
実績 目標 

令和４年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

（１）介護予防・日常生活支援総合事業 

通所型サービス 

（通所介護相当サ

ービス） 

運動器機能向上加算の算

定件数 908 948 957 976 

通所型サービス 

（緩和型サービス） 

運動器機能向上加算の算

定件数 
４，９２８ 1 1 1 

（２）居宅サービス 

通所介護 個別機能訓練加算の算定

件数 
１０，３１８ 7,057 7,126 7,264 

通所リハビリテーシ

ョン 

リハビリテーションマネジ

メント加算の算定件数 
199 2,338 2,361 2,407 

訪問リハビリテーシ

ョン 

リハビリテーションマネジ

メント加算の算定件数 
318 403 407 ４１５ 

（３）地域密着型サービス 

地域密着型通所介

護 

個別機能訓練加算の算定

件数 
941 454 459 468 

認知症対応型通所

介護 

個別機能訓練加算の算定

件数 
217 185 187 191 

（４）施設サービス 

介護老人保健施設 短期集中リハビリテーシ

ョン実施加算の算定件数 
626 622 628 640 
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４．介護保険サービスの充実・強化 

 

（１）介護予防・日常生活支援総合事業の充実  

①介護予防・生活支援サービス事業 

（単位：件、日又は回、円）   

サービス種別 件数 日数又は回数 給 付 額 

第 1 号 
訪問事業 

国基準相当サービス 697 4,406 12,909,240 

緩和型サービス 2,769 13,485 34,139,588 

小  計 3,466 17,891 47,048,828 

第 1 号 
通所事業 

国基準相当サービス 1,188 7,217 31,853,745 

緩和型サービス 5,216 27,823 108,382,474 

短期集中予防サービス 0 0 0 

小  計 6,396 35,040 140,236,219 

合  計 9,862 52,931 187,285,047 

 

 ②一般介護予防事業 

整理番号・事業名（担当課） 

サービス内容 令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

4-(1)-②-1 

楽しみマッスル教室（地域包括ケア推進課） 

健康運動指導士等による自重トレーニ

ングやマシントレーニング等、筋力向

上を目的とした教室です。また、認知症

予防のためのレクリエーションを行い

ます。 

サービス実施期間は４か月程度（14 回） 

サービス提供時間は１回当たり１時間半 

介護予防普及啓発事業とし

て、「楽しみマッスル教室」

を実施した。 

＜実績＞ 

・回数：6期、84回 

・実参加人数：５７人 

 

３ 教室の開催により介護予防

の重要性などの普及啓発が

できたため。 

 

引き続き、適切に教室を開

催し、介護予防に必要な知

識・技術を提供していく。 

4-(2)-②-2 

いきいき運動プラス（地域包括ケア推進課） 

転倒を予防するためのバランス能力や

筋力を向上させるためのトレーニング

と、認知症予防のためのレクリエーショ

ンを中心に、歯科・・口腔衛生、栄養に関

する講義も行う教室です。 

サービス実施期間は４か月程度（14 回） 

サービス提供時間は１回当たり１時間半 

介護予防普及啓発事業とし

て、「いきいき運動プラス」、

を実施した。 

＜実績＞ 

・回数：3期、42回 

・実参加人数：29人 

 

３ 教室の開催により介護予防

の重要性などの普及啓発

ができたため。 

 

引き続き、適切に教室を開

催し、介護予防に必要な知

識・技術を提供していく。 
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（２）居宅・地域密着・施設サービスの充実 

①居宅サービスの充実 

【施策の方向】 
・ 需要に応じたサービスの提供体制の確保とともに、質の高いサービスが提供できるよう、引き続き事

業所支援に努めていきます。 

 

・居宅介護予防サービス 
＜量・給付費の計画値と実績値の比較＞ 

  居宅介護予防サービスのうち、介護予防訪問リハビリテーションが量、給付費ともに計画値を大幅に

超えた実績となっています。また、介護予防居宅療養管理指導は、量において計画値の 150%を超えた

実績となっています。 

 

サービスの種類 区 分 
     量 

(単位） 
給付費（円） 

介護予防訪問入浴介護 

計 画 値 

回 

0 0 

実 績 値 1 8,825 

計 画 比 - - 

介護予防訪問看護 

計 画 値 

回 

13,440 53,311,000 

実 績 値 5,787 35,866,122 

計 画 比 43.1% 67.3% 

介護予防訪問リハビリテーション 

計 画 値 

回 

96 296,000 

実 績 値 431 2,803,508 

計 画 比 449.0% 947.1% 

介護予防通所リハビリテーション 

計 画 値 

人 

720 25,597,000 

実 績 値 810 29,628,197 

計 画 比 112.5% 115.7% 

介護予防短期入所生活介護 

計 画 値 

日 

540 3,505,000 

実 績 値 668 3,658,473 

計 画 比 123.7% 104.4% 

介護予防短期入所療養介護（老健） 

計 画 値 

日 

60 518,000 

実 績 値 17 130,833 

計 画 比 28.3% 25.3% 

介護予防居宅療養管理指導 

計 画 値 

人 

900 10,553,000 

実 績 値 1,679 12,145,268 

計 画 比 186.6% 115.1% 

介護予防特定施設入居者生活介護 

計 画 値 

人 

420 30,511,000 

実 績 値 498 36,637,975 

計 画 比 118.6% 120.1% 

介護予防福祉用具貸与 

計 画 値 

人 

6,804 45,544,000 

実 績 値 7,375 55,613,342 

計 画 比 108.4% 122.1% 

特定介護予防福祉用具購入費 

計 画 値 

人 

132 3,583,000 

実 績 値 115 3,504,266 

計 画 比 87.1% 97.8% 

介護予防住宅改修費 

計 画 値 

人 

108 7,635,000 

実 績 値 114 10,473,197 

計 画 比 105.6% 137.2% 
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サービスの種類 区 分 
     量 

(単位） 
給付費（円） 

介護予防支援 

計 画 値 

人 

7,920 38,114,000 

実 績 値 8,295 40,133,597 

計 画 比 104.7% 105.3% 

（注）計画値、実績値は年間の延べ数 

資料：東大和市行政報告（令和４年度） 

 

・居宅介護サービス 
＜量・給付費の計画値と実績値の比較＞ 

居宅介護サービスは、居宅療養管理指導が量において 150％を超えた実績となっています。 

 

サービスの種類 区 分 
     量 

(単位） 
給付費（円） 

訪問介護 

計 画 値 

回 

140,256 442,757,000 

実 績 値 80,282 356,936,217 

計 画 比 57.2% 80.6% 

訪問入浴介護 

計 画 値 

回 

3,252 41,404,000 

実 績 値 3,179 41,271,484 

計 画 比 97.8% 99.7% 

訪問看護 

計 画 値 

回 

59,220 266,484,000 

実 績 値 29,322 233,704,087 

計 画 比 49.5% 87.7% 

訪問リハビリテーション 

計 画 値 

回 

8,040 24,786,000 

実 績 値 2,530 18,683,539 

計 画 比 31.5% 75.4% 

通所介護 

計 画 値 

回 

107,868 826,839,000 

実 績 値 98,935 757,744,561 

計 画 比 91.7% 91.6% 

通所リハビリテーション 

計 画 値 

回 

21,636 196,105,000 

実 績 値 14,894 134,362,313 

計 画 比 68.8% 68.5% 

短期入所生活介護 

計 画 値 

日 

21,144 189,807,000 

実 績 値 15,753 139,101,164 

計 画 比 74.5% 73.3% 

短期入所療養介護（老健） 

計 画 値 

日 

2,712 32,649,000 

実 績 値 290 3,122,293 

計 画 比 10.7% 9.6% 

居宅療養管理指導 

計 画 値 

人 

7,836 108,061,000 

実 績 値 14,920 116,616,795 

計 画 比 190.4% 107.9% 

特定施設入居者生活介護 

計 画 値 

人 

3,408 670,828,000 

実 績 値 2,511 478,901,844 

計 画 比 73.7% 71.4% 

福祉用具貸与 

計 画 値 

人 

14,064 207,701,000 

実 績 値 13,786 205,453,350 

計 画 比 98.0% 98.9% 
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サービスの種類 区 分 
     量 

(単位） 
給付費（円） 

特定福祉用具購入費 

計 画 値 

人 

324 9,958,000 

実 績 値 260 8,575,320 

計 画 比 80.2% 86.1% 

住宅改修費 

計 画 値 

人 

276 25,248,000 

実 績 値 117 9,975,779 

計 画 比 42.4% 39.5% 

居宅介護支援 

計 画 値 

人 

20,028 306,286,000 

実 績 値 19,849 307,931,854 

計 画 比 99.1% 100.5% 

（注）計画値、実績値は年間の延べ数 

資料：東大和市行政報告（令和４年度） 

 

②地域密着サービスの充実 

【施策の方向】 
・ 住み慣れた自宅や日常生活圏域での生活を支援するため、需要に応じたサービスの提供体制の確保と

ともに、質の高いサービスが提供できるよう、引き続き事業所支援に努めていきます。 

 

・地域密着型介護予防サービス 
＜量・給付費の計画値と実績値の比較＞ 

介護予防小規模多機能型居宅介護以外の地域密着型介護予防サービスの実績はありませんでした。 

 

サービスの種類 区 分 
     量 

(単位） 
給付費（円） 

介護予防認知症対応型通所介護 

計 画 値 

回 

0 0 

実 績 値 0 0 

計 画 比 - - 

介護予防小規模多機能型居宅介護 

計 画 値 

人 

12 974,000 

実 績 値 6 498,383 

計 画 比 50.0% 51.2% 

介護予防認知症対応型共同生活介護 

計 画 値 

人 

0 0 

実 績 値 0 0 

計 画 比 - - 

（注）計画値、実績値は年間の延べ数 

資料：東大和市行政報告（令和４年度） 
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・地域密着型介護サービス 
＜量・給付費の計画値と実績値の比較＞ 

地域密着型介護サービスのうち、認知症対応型通所介護及び地域密着型通所介護については、量におい

て計画値を超えた実績となっています。 

 

サービスの種類 区 分 
     量 

(単位） 
給付費（円） 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

計 画 値 

人 

36 5,742,000 

実 績 値 33 3,541,127 

計 画 比 91.7% 61.7% 

夜間対応型訪問介護 

計 画 値 

人 

0 0 

実 績 値 0 0 

計 画 比 - - 

認知症対応型通所介護 

計 画 値 

人 

492 63,615,000 

実 績 値 573 62,917,178 

計 画 比 116.5% 98.9% 

小規模多機能型居宅介護 

計 画 値 

人 

576 118,978,000 

実 績 値 427 80,937,296 

計 画 比 74.1% 68.0% 

認知症対応型共同生活介護 

計 画 値 

人 

744 197,576,000 

実 績 値 625 166,541,040 

計 画 比 84.0% 84.3% 

地域密着型特定施設入居者生活介護 

計 画 値 

人 

0 0 

実 績 値 0 0 

計 画 比 - - 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活

介護 

計 画 値 

人 

0 0 

実 績 値 0 0 

計 画 比 - - 

看護小規模多機能型居宅介護 

計 画 値 

人 

0 0 

実 績 値 0 0 

計 画 比 - - 

地域密着型通所介護 

計 画 値 

人 

2,184 204,465,000 

実 績 値 2,332 150,070,976 

計 画 比 106.8% 73.4% 

（注）計画値、実績値は年間の延べ数 

資料：東大和市行政報告（令和４年度） 
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 ③施設サービスの充実 

【施策の方向】 
・ 既存の施設サービスについては、質の高いサービスが提供できるよう、引き続き事業所支援に努めて

いきます。 

・ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の整備については、今後の高齢者の増加状況を踏まえると、

現段階では 100 床程度の規模の施設が必要と想定されますが、住宅セーフティネット法に基づく登録

住宅やサービス付き高齢者向け住宅等の高齢者の住まいの整備状況も見据えながら、公有地の活用を

基本に、整備時期及び整備地域を含め具体的に検討していきます。 

 
＜量・給付費の計画値と実績値の比較＞ 

介護医療院が計画値を大きく超えた実績となっており、介護老人保健施設は計画値を超えた実績とな

っています。 

 

サービスの種類 区 分 
     量 

(単位） 
給付費（円） 

介護老人福祉施設 

計 画 値 

人 

6,132 1,639,999,000 

実 績 値 5,603 1,451,911,892 

計 画 比 91.4% 88.5% 

介護老人保健施設 

計 画 値 

人 

2,520 744,128,000 

実 績 値 2,628 775,076,518 

計 画 比 104.3% 104.2% 

介護医療院 

計 画 値 

人 

12 3,668,000 

実 績 値 86 32,060,345 

計 画 比 716.7% 874.1% 

介護療養型医療施設 

計 画 値 

人 

228 80,978,000 

実 績 値 99 30,868,309 

計 画 比 43.4% 38.1% 

（注）計画値、実績値は年間の延べ数 

資料：東大和市行政報告（令和４年度） 
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（３）サービスの質の確保・向上 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

4-(3)-54 

事業者集団指導（福祉推進課） 

介護給付等対象サービス

の提供及び介護報酬の請

求等に関する事項等につ

いて周知し、適切な運営及

びサービスの質の向上を

図ることを目的として、市

内介護保険サービス事業

者の職員を対象に集団指

導を行います。 

参加事業所

を増やすた 

め、開催時

期の見直し

等を検討し

ます。 

新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止の観点から実

施しなかった。 

0 サービス種別ごとの開催な

どについて検討が必要。 

4-(3)-55 

実地指導（福祉推進課） 

事業所における実地指導

において、法令に基づく委

託事業等を活用し、専門的

な検査、指導等を行うこと

により、介護サービス事業

者のサービス提供及び運

営の適正化を推進します。 

都指定の在

宅サービス

事業者に対

する実地指

導の実施を

検 討 し ま

す。 

介護サービス事業者に対し

て、実地検査を実施した。 

＜検査実績＞ 

・地域密着型通所介護事業

所：３か所 

・介護老人福祉施設：１か所 

2 新型コロナウイルス感染症

対策を行った上で実施した

ため。 

4-(3)-56 

ケアプラン点検（介護保険課） 

適切なケアマネジメント

のプロセスを踏まえた、利

用者の自立支援のための

ケアプラン作成及び給付

適正化を目的とし、居宅介

護支援事業所担当者との

面談によるケアプラン点

検を実施します。 

 

都のガイド

ラインを活

用した計画

的な実施を

図ります。 

東京都のガイドラインに沿っ

たケアプラン点検を５回実施

した。また、介護支援専門員

を対象とした研修を１回実施

した。 

＜参加人数＞ 

・２１人 

２ ケアプラン点検を実施し、ケ

アプラン作成及び給付の適

正化に努めたため。 

 

引き続き東京都のガイドラ

インを活用して計画的に実

施していきたい。 

4-(3)-57 

縦覧点検等（介護保険課） 

縦覧点検、医療情報との突

合等により、介護報酬の請

求に誤りがないか確認を

行い、適正な報酬請求を促

します。 

 

 

縦覧点検、

医療情報と

の突合事務

により、適

正な給付の

実現を図り

ます。 

 

東京都国民健康保険団体連

合会から毎月提供される資

料を１件ずつ内容確認し、疑

義がある場合は事業所に連

絡し、適正な報酬請求を促し

た。 

３ 介護報酬請求の適正化に努

めた。 

 

引き続き、縦覧点検、医療

情報との突合事務により、

支給の適正化に努めたい。 
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4-(3)-58 

事業者連絡会（介護保険課） 

適正なサービスの提供や

質の向上を目的として、高

齢者ほっと支援センター

を含む、指定居宅介護支援

事業者の連絡会のほか、訪

問介護や通所介護事業所

においても定期的な連絡

会の開催を支援し、研修や

意見交換会等を実施しま

す。 

各連絡会の

開催支援と

ともに、施

設サービス

事業所にお

ける連絡会

の開催を検

討します。 

市が主催する「東大和市介護

保険サービス事業者連絡会」

について、１回実施をした。 

＜実績＞ 

・参加事業所：５事業所 

・参加者：７人 

 

その他事業者が運営する業

種ごとの連絡会等へ参加し、

意見交換及び情報提供を行

った。 

3 引き続き、各連絡会の開催

を支援していきたい。 

 

（４）介護人材の確保等 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

4-(4)-59 

福祉のしごと 相談・面接会（地域包括ケア推進課） 

社会福祉協議会が実施し

ている「福祉のしごと・相

談・・面接会」を通じて、福

祉の職場で働いてみたい

人材と求人施設・・事業所と

を結び付けることにより、

福祉人材の確保を図る事

業の支援を行います。 

福祉人材の

確保に向け

た取組の支

援を図りま

す。 

社会福祉協議会において「福

祉のしごと 相談・面接会」が

実施された。 

介護職員初任者研修費等補

助事業を実施した。 

＜実績＞ 

・補助：3件 

・補助額：126，000円  

2 

 

介護職員初任者研修費等補

助事業を実施し、介護人材

の確保に向けた取組を実施

したため。 

 

引き続き、介護人材確保に

向けた取組を実施したい。 

4-(4)-60 

介護人材支援制度の情報提供（地域包括ケア推進課・介護保険課） 

東京都の介護人材等の確

保・・育成・・定着に向けた支

援事業について、連絡会や

メール等により各事業所

へ情報提供を行うととも

に個別相談に対応し、制度

の普及に努めます。 

都の事業等

の情報の随

時提供を図

ります。 

東京都の介護人材支援事業

等について、介護サービス事

業所へ情報提供を行った。 

3 介護サービス事業所へ情報

提供行ったため。 

 

引き続き、情報提供に努め

たい。 

4-(4)-61 

介護支援いきいき活動事業【再掲】（地域包括ケア推進課） 

65歳以上の高齢者が、介護

保険施設等でのボランテ

ィア活動を通して、社会参

加の意識を高め、相互に助

け合う精神を醸成し、健康

市民に対す

るボランテ

ィア活動へ

の 理 解 促

進、活動者

介護支援いきいき活動事業

を実施した。 

＜実績＞ 

・登録者：７２人 

・活動者：３５人 

3 新型コロナウイルス感染症

拡大に伴い、受け入れ事業

所での活動が困難な状況で

はあったが、活動者数、受入

施設数が前年度を上回った
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づくりと介護予防を進め

ることができるよう支援

します。 

数の増加、

受入施設の

拡大を図り

ます。 

登録事業所

数を令和５

年度までに

２６か所ま

で増やしま

す。また、３

か年で延３

４５人の登

録活動者数

を目指しま

す。 

・受入施設数：２６事業所 ため。 

 

今後、新型コロナウイルス感

染症の感染状況等を踏まえ

ながら、活動を支援してい

く。 

4-(4)-62 

介護現場のイメージ向上への取組（地域包括ケア推進課・介護保険課） 

介護業界のイメージ改善

等のため、介護の魅力につ

いて啓発する市民向けパ

ンフレットの配布等を検

討します。 

介護の魅力

について啓

発する市民

向けパンフ

レットの作

成、配布し

ます。 

東京都が作成したパンフレッ

トを窓口で配布した。 

１ 他市の動向など情報収集に

努める。 

4-(4)-63 

文書負担軽減（介護保険課） 

介護現場の業務効率化を

支援するため、国や都と連

携しつつ、申請様・・添付書

類や手続に関する簡素化

やＩＣＴ等の活用等によ

るペーパーレス化等を進

めます。 

書類の簡素

化やＩＣＴ

等の活用等

によるペー

パーレス化

等を進めま

す。 

書類の簡素化やＩＣＴ等の活

用等によるペーパーレス化等

について国や都から情報を

収集した。また、書類の簡素

化について事業者と意見交

換を行った。 

1 今後、国や都からの情報を

基に書類の簡素化や ICT 

等の活用によるにペーパー

レス化等を進めていきた

い。 

4-(4)-64 

市認定ヘルパー養成講座（地域包括ケア推進課） 

要支援認定者等を対象と

した介護予防・・日常生活支

援総合事業のうち、訪問緩

和型サービス（家事援助）

を提供する人材を育成し

ます。 

養成講座の

開 催 に 加

え、受講者

の就労実態

調査の結果

に基づき、

受講者の就

労率の向上

を 図 り ま

す。 

訪問事業緩和型サービスに

おける、家事援助等のサービ

スを担う人材を育成する「市

認定ヘルパー」の養成講座を

実施した。 

＜実績＞ 

・回数：２期、６日 

・延修了人数：１５人 

２ 新たに市認定ヘルパーを養

成することができたため。

なお、講座内容は好評であ

った。 

 

就労率が向上するよう検討

する。 
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4-(4)-65 

介護人材定着促進のための事業者支援（地域包括ケア推進課・介護保険課） 

民間企業との地域包括連

携協定を活かし、介護人材

の確保や定着率向上の取

組を実施します。 

事業所職員

に対し、セ

ミナー等を

開催し、介

護人材の確

保及び定着

率の向上を

目 指 し ま

す。 

国や都が主催する研修等に

ついて事業所へ情報を提供

した。 

市主催の研修については、新

型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止の観点から、開催

しなかった。 

１ 国や都が主催する研修等に

ついて事業所へ情報を提供

したが、市主催の研修等は

開催しなかったため。 

 

市主催の研修会等の開催に

ついて検討する。 

4-(4)-66 

介護人材確保に関する市民への普及啓発（地域包括ケア推進課） 

介護・・福祉業界の認知度向

上や福祉業界への就職促

進を目的とした講演会等

を開催し、市民への普及啓

発を行います。 

市民や市内

の高校生等

を対象に講

演会や出前

講座を開催

し、市民の

福祉業界へ

の理解促進

及び就職の

促進を行い

ます。 

新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止の観点から、実

施しなかった。 

0 左記のとおり。 

 

福祉業界への就職促進を目

的とした講演会等の開催に

ついて検討する。 
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５．住まい・日常生活支援の充実 

 

（１）安心できる住まいの確保 

①居住支援の充実 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

5-(1)-①-67 

養護老人ホーム等措置事業（地域包括ケア推進課） 

環境上の理由又は経済的

理由により居宅で生活が

困難な高齢者を養護老人

ホーム等に措置すること

により、高齢者の安心で

きる生活を確保します。 

ケースに応

じた支援が

できるよう、

措置の依頼

先の拡充を

図ります。 

居宅での生活が困難な高齢者

を養護老人ホーム等に措置し

た。 

＜実績＞ 

・措置人数：２人 

 

3 支援が必要な高齢者を養護

老人ホーム等に措置し、高

齢者が安心できる生活の確

保が図られたため。 

 

引き続き継続して実施する。 

5-(1)-①-68 

シルバーピア事業（地域包括ケア推進課） 

緊急時に対応し、安否の

確認や生活の相談、関係

機関との連絡などを行う

ワーデン・（生活協力員）が

配置されたシルバーピア

（市営住宅又は都営住

宅）において、低所得の高

齢者に対する生活を確保

します。 

入居する高

齢者に対す

る生活支援

を行い、生

活の確保を

図ります。 

シルバーピアにワーデンを配置

し、入居する高齢者の生活を支

援した。 

＜住宅数＞ 

・ピア芋窪：10戸 

・ピア清原7号棟：15戸 

・ピア清原34号棟：15戸 

・ピア向原 13号棟：15戸 

3 緊急通報を受診した場合等

にワーデンが現場に急行・

対応するなどして、入居す

る高齢者の生活を支援する

ことができたため。 

 

引き続き、入居する高齢者

の生活を支援する。 

5-(1)-①-69 

サービス付き高齢者向け住宅（介護保険課） 

高齢者の住まいに対する

情報提供等や、事業者等

からの建設相談を行いま

す。 

なお、サービス付き高齢

者向け住宅を建設する際

には、施設入居の市民優

先や災害時の地域住民利

用等を定めた市基準を満

たすよう指導、助言を行

います。 

 

 

高齢者の住

まいに対す

る市民への

情報提供等

を 行 い ま

す。建設に

ついては、

市内の需給

バランスを

勘案しなが

ら、東京都

と連携、協

議のうえ事

業者等との

調整を行い

ます。 

チラシ・パンフレット等の配布を

行った。 

 

東京都サービス付き高齢者向

け住宅整備事業補助金要綱に

規定する、東大和市における基

準に基づき事業者等からの相

談の対応を行った。 

３ 複数の問合せに情報提供及

び相談対応を実施できたた

め。 

 

引き続き継続して実施した

い。 
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②住環境の整備 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

5-(1)-②-70 

道路等のバリアフリー化（土木公園課） 

歩道の段差等のバリアフ

リー化を進めます。 

 

 

補助金を活

用した計画

的歩道の整

備を図りま 

す。 

歩道改良工事を実施し、歩道の

バリアフリー化を進めた。 

＜実績＞ 

・実施箇所：市道第９号線（中央

通りとの交差点部分） 

・実施箇所数：４箇所 

3 歩行者に対する安全性の向

上につながったため。 

 

引き続き、計画的に歩道改

良工事を進めていく。 

5-(1)-②-71 

ベンチの設置要望（道路交通課） 

高齢者や障害者などが安

心して公共交通機関を利

用できるよう、設置が可

能なバス停留所について

は、ベンチの設置をバス

事業者へ要望を行いま

す。 

バス事業者

との協議、

調整の機会

を捉えて要

望を行いま

す。 

具体的な設置箇所を踏まえた

要望を実施できなかった。 

２ 今後も必要に応じて要望を

行っていく。 

5-(1)-②-72 

都営住宅建替え整備に関する要請（都市づくり課） 

都営住宅の建替えに際

し、高齢者や障害者等に

配慮した住宅整備の要望

を行います。 

 

都 と の 協

議、調整の

機会を捉え

て要望を行

います。 

過年度の要請内容を踏まえた

住宅整備が進められている。 

３ 今後も建替えの機会を捉え

て、適時適切に要請してい

きたい。 

 

（２）生活支援の充実 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

5-(2)-73 

生活支援ショートステイ（地域包括ケア推進課） 

介護保険の要介護・要支

援に該当しないひとり暮

らし高齢者などが、一時

的に在宅で生活すること

が困難になった場合に、

市内の特別養護老人ホー

ムに短期間宿泊してもら

うことで、生活を支えま

す。 

関係機関と

連携した利

用支援を行

う と と も

に、事業依

頼先の拡充

に 努 め ま

す。 

在宅での生活が困難となった

高齢者を一時的に市内等の特

別養護老人ホームに入所（ショ

ートステイ）させた。 

＜実績＞ 

・利用人数：１人 

・延日数：16日 

２ 今後も関係機関と連携し

て、利用につなげていきた

い。 
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5-(2)-74 

ファミリー・サポート・センター事業（子ども家庭支援センター・地域包括ケア推進課） 

高齢者支援及び子育て支

援の協力会員と利用会員

による相互援助活動（家

事援助等）である・「さわや

かサービス」、子育て支援

関連施設等との連絡調

整、ひとり親家庭等への

利用支援、「子ども・高齢

者見守りネットワーク～

大きな和～」の運営等を

行うファミリー・サポー

ト・センター事業に対し、

安定的な事業運営のため

補助金を交付します。 

運営してい

る社会福祉

協議会に対

して引き続

き補助金を

交 付 し ま

す。 

さわやかサービス事業は、平成

３１年度より、子育て支援機能

を強化したファミリー・サポー

ト・センター事業となった。 

この事業の安定的な事業運営

のため、「ファミリー・サポート・

センター事業補助金」を交付し

た。 

＜実績＞ 

・延利用会員数：630人 

・補助額（子育て支援分）： 

5,877,889円 

・補助額（高齢者等支援分）： 

3,648,178円 

3 市民間の相互の助け合い

意識の醸成や子育て世帯

への子育て支援、高齢者等

世帯への日常生活の支援

が図られたため。 

 

ニーズが高い事業であるた

め、運営している社会福祉

協議会に対して引き続き補

助金を交付し、支援してい

きたい。 

 

5-(2)-75 

おむつの貸与・支給（地域包括ケア推進課） 

在宅の重度の要介護高齢

者に、おむつを貸与又は

支給することで、介護者

の負担軽減を図り、在宅

での生活を支援します。 

介護者の負

担軽減のた

めの継続実

施を図りま

す。 

在宅の寝たきりの高齢者に、お

むつを支給した。 

＜支給実績＞ 

・支給人数：209人 

・紙おむつ：2,132袋 

・尿とりﾊﾟｯﾄﾞ：1,591袋 

3 おむつを支給することで、

高齢者を介護する方の負担

軽減が図られたため。 

 

引き続き継続して実施した

い。 

5-(2)-76 

理・美容券の支給（地域包括ケア推進課） 

在宅で寝たきりの状態に

ある高齢者に、理容券も

しくは美容券を支給し、

市内の協力理容店・美容

店の訪問等による理美容

を提供することで、保健

衛生や生活の質の向上、

介護者の負担軽減を図り

ます。 

介護者の負

担軽減のた

めの継続実

施を図りま

す。 

在宅の寝たきりの高齢者に、

理・美容券を支給した。 

＜実績＞ 

・交付人数：14人 

・交付枚数：53枚 

・利用枚数：18枚 

３ 理・美容券を支給すること

で、高齢者の保護衛生の向

上や介護者の負担軽減が

図られたため。 

 

引き続き継続して実施した

い。 

5-(2)-77 

生活支援コーディネーターと協議体の活用（地域包括ケア推進課） 

市内に配置した生活支援

コーディネーターと、市

内に設置した第２層協議

体を活用し、生活支援サ

ービスの提供主体等の関

係者のネットワーク化を

図るとともに、地域資源

広報紙等を

通じた情報

発信と新た

な地域資源

の発掘を図

ります。 

広報紙「てとてとて」を発行し、

地域資源や第２層協議体の活

動について情報発信を行った。 

＜実績＞ 

・発行回数：３回 

３ 広報紙の発行により、地域

資源に関する情報を市民に

対し発信することができた

ため。 

 

引き続き、広報紙等の定期

的な発行を通じて情報発信
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の把握と情報発信、生活

支援の担い手の養成とサ

ービスの開発を行いま

す。 

に努める。 

 

（３）権利擁護の充実 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

5-(3)-78 

福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）（福祉推進課） 

認知症などにより日常生

活を営むのに支障がある

方に対し、利用者との契

約により福祉サービスの

利用援助、日常的な金銭

管理サービス、書 

類などの預かりサービス

を行い、住み慣れた地域

で安心して自立生活が送

れるように、社会福祉協

議会を支援していきま

す。 

社会福祉協

議会への補

助の継続実

施を図りま

す。 

社会福祉協議会において実施

する地域福祉権利擁護事業に

対する補助を行った。 

２ 令和３年度と同様の補助を

行うことができたが事業の

周知・ＰＲが浸透してきたこ

とにより、相談件数は増加

しているが、職員体制が整

わないため、新規契約数が

横ばいとなっている。 

 

新規契約件数を増やすた

め、専門職員の体制整備が

求められる。 

5-(3)-79 

成年後見制度の利用支援（福祉推進課） 

認知症高齢者等が判断能

力の低下によって日常生

活を送ることが困難とな

った場合でも、地域で安

心して生活できるよう、

東京都事業の「成年後見

制度活用あんしん生活創

造事業」に基づき、成年後

見制度の利用支援を行い

ます。 

利用支援については、委

託先の社会福祉協議会に

おいて、権利擁護や苦情

等の専門相談に対応する

ための推進機関である

「あんしん東大和」を継

続して実施します。 

制 度 の 周

知・啓発の

更なる強化

とともに、

権利擁護の

担 い 手 支

援、権利擁

護にかかる

地域連携ネ

ットワーク

づくりを図

ります。 

 

成年後見制度の利用促進と円

滑な制度運用ができる体制づ

くりを支援することができた。

また、更なる成年後見制度の

充実に向けて、他市の視察を

行うことができた。 

２ 中核機関の移行や報酬助

成の対象拡大、市民後見人

養成事業、法人後見等、早

急な対応が求められる。 

 

  



46 

5-(3)-80 

成年後見制度市長申立（地域包括ケア推進課） 

老人福祉法第 32 条に規

定する市長による後見開

始等の審判の申立が必要

な高齢者（申立を行う親

族等がいない重度の認知

症高齢者等）に対し、市長

が申立を行い、審判の請

求に係る経費及び成年後

見人等の報酬助成を行い

ます。 

市長申立が

必要な高齢

者 に 対 し

て、申立を

行うことで

高齢者の財

産確保及び

権利保全の

支援を図り

ます。 

法に規定する市長による審判

の請求が必要な方について、

審判請求等を行った。 

＜実績＞ 

・審判請求：１５件 

・報酬費用助成：４件 

3 審判の請求その他必要な

費用の助成を行うことで、

高齢者の権利を擁護し、福

祉の増進が図られたため。 

 

引き続き継続して実施した

い。 

5-(3)-81 

高齢者への虐待防止（地域包括ケア推進課） 

高齢者への虐待の防止と

保護、高齢者を支える家

族等の負担の軽減を図る

ために、広報等により、市

民への普及啓発を図りま

す。 

支援にあたっては、「高齢

者虐待対応マニュアル」

に沿った対応や、高齢者

等虐待防止地域ネットワ

ーク運営会議を通じ、虐

待の対応方法や支援のあ

り方等を検討します。 

広報等によ

る市民への

普及啓発の

推進、高齢

者等虐待防

止地域ネッ

トワーク運

営会議にお

ける関係機

関の連携強

化を図りま

す。 

 

市報等で高齢者への虐待の防

止と保護、高齢者を支える家

族等の負担の軽減について普

及啓発を行った。 

高齢者等虐待防止地域ネット

ワーク運営会議は対面開催を

実施した。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止のため、パ

ネルの設置や換気などを徹

底した。 

 

感染対策を徹底した方法で

実施したい。 
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（４）災害・交通安全・防犯体制の充実 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

5-(4)-82 

防災対策の推進（防災安全課・福祉推進課） 

災害時における高齢者な

どの安全を確保するた

め、地域防災計画に基づ

き、災害時要配慮者対策

を推進します。 

また、市が把握している

高齢者などの情報を、社

会福祉協議会、民生委員・・

児童委員や高齢者ほっと

支援センターなどの関係

機関に提供し、情報の共

有化を図るとともに、災

害時における協力体制づ

くりに努めます。 

防災訓練へ

の参加促進

とともに、

災害時にお

ける域との

協力体制づ

くりにおい

て、協定締

結に至自治

会数の増加

を 図 り ま

す。 

【防災安全課】 

総合防災訓練において、避難

所等における要配慮者対策に

係る訓練を行った。 

３ 総合防災訓練を通じて防災

意識の啓発ができたため。 

【福祉推進課】 

市民からの登録申請に基づき

作成した「避難行動要支援者名

簿」を関係機関に提供した。 

災害時要配慮者への支援方法

を地域で検討することを目的

とした防災モデル地区事業を

実施した。 

福祉専門職等に対し、本事業

の内容と課題を説明し、今後の

事業展開に向け、関係構築を

図った。 

防災フェスタにおいて、ブース

を設置し、事業の周知及び個

別避難計画のオンライン作成

体験を実施した。 

個別避難計画について、新規

に 13件作成された。 

 

3 市民等に対し、様々な方法

で周知を行ったため。 

個別避難計画については、

数年前にモデル事業で作成

されてから、計画の件数が

減少傾向にあったが、オン

ライン作成体験を実施する

ことで、新規に作成された

ため。 

 

今後は、当該計画の新規作

成と更新を継続させること

が課題であり、実効性のあ

る計画とするために福祉専

門職等の協力を得る必要

があると考える。 

 

5-(4)-83 

交通安全教育・啓発の推進（道路交通課） 

自動車等を運転する高齢

者を対象に、身体機能の

特性等を考慮した交通安

全教育の推進を図るとと

もに、運転免許証の自主

返納制度の周知を図りま

す。 

交通安全教

室への参加

促進ととも

に、自主返

納制度の周

知を図りま

す。 

高齢者対象の交通安全教室が

実施できなかったため、高齢者

運転免許証自主返納支援制度

の申請者に対して交通安全啓

発チラシを配布した。 

運転免許証自主返納制度につ

いて市報で周知をした。 

高齢者運転免許証自主返納支

援制度を実施した。 

＜実績＞ 

・ちょこバス回数券交付人数： 

210人 

 

３ 高齢者対象の交通安全教

室の実施に際しては適切な

広報を実施する。 

市報の掲載により自主返

納制度の周知を図ることが

できた。 

支援事業の利用者数は堅

調に推移している。 
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5-(4)-84 

消費者被害などの防止の推進（地域振興課･防災安全課） 

高齢者の消費被害を未然

に防止するため、悪質商

法による被害や通信・訪

問販売等における契約ト

ラブルに関する情報提供

や被害防止に向けた啓発

に引き続き、取り組んで

いきます。 

また、高齢者を狙った振

り込め詐欺等について

も、被害の未然防止に努

めます。 

高齢者に対

する悪質商

法被害の防

止に向け、

関係部署と

の連携や情

報提供の機

会を増やし

ます。 

【地域振興課】 

消費者月間及び高齢者悪質商

法被害防止キャンペーンの期

間にパネル展等を実施した。 

消費者トラブルに関する情報

発信・啓発のため、消費生活だ

よりの発行や、消費者啓発情

報を市報に掲載した。 

東京都と合同で高齢者被害特

別相談を実施した。 

<実績＞ 

・消費者啓発情報掲載回数：６回 

・消費生活だより発行回数：３回 

・高齢者被害特別相談件数：１件 

2 様々な媒体を用いて情報

提供・啓発を行うとともに、

東京都と合同で高齢者被

害特別相談を実施できた

ため。 

 

今後は、関係部署との連携

機会を、更に増やしていき

たい。 

 

【防災安全課】 

警視庁等が作成したチラシを

窓口で配布し、周知した。 

振り込め詐欺等の特殊詐欺が

市内で発生した際、青色回転

灯パトロールカーによる広報

及び安全安心情報サービスを

使用した情報提供を行った。 

２ 関係部署等との連携や適

切な情報発信により、高齢

者を狙った特殊詐欺につい

て市民への注意喚起がで

きたため。 

高齢者自身が詐欺に気づく

にはどのように啓発をして

いくかが課題である。 

 

（５）感染症対策の推進 

整理番号・事業名（担当課） 

事業（取組）内容 
第８期の 
目標 

令和４年度実施状況 評価 評価の理由・今後の課題等 

5-(5)-85 

ガイドラインに沿った感染予防、感染拡大防止の対策の促進（健康推進課） 

新型コロナウイルス感染

症をはじめ、感染症対策

にあたっては、市民への

「新しい生活様式」の日

常への取り入れを促して

いくほか、医療や福祉、介

護関係の事業所等に対し

ては、「東京都感染拡大防

止ガイドライン」など各

種ガイドラインに沿った

感染予防、感染拡大防止

の対策を促進します。 

各種ガイド

ラインに沿

った感染予

防、感染拡

大防止の対

策の促進を

図ります。 

市民に対しては、市報や市公式

ホームページ、ＳＮＳ等を活用

し、「新しい生活様式」の継続や

感染症対策について周知を行

った。 

医療や福祉、介護関係の事業

所等に対して、新型コロナウイ

ルス感染症に係る各種ガイドラ

インの周知や、東京都と連携し

たワクチンバスの利用促進等、

感染拡大防止の対策を行い、

ワクチン接種の促進に努めた。 

3 新型コロナウイルス感染症

の感染予防、感染拡大防止

の対策の周知などについて

は概ね実施できた。 

高齢者施設等の感染拡大

防止のためワクチン接種の

推進に向けた取り組みを東

京都と連携できたため。 
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